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Ⅰ 大学の現況及び特徴 

１ 現況  

（１）大学名  三重大学 

（２）所在地  三重県津市 

（３）学部等の構成 

学部：人文学部，教育学部，医学部，工学部，生物資源 

学部 

研究科：人文社会科学研究科（修士課程），教育学研究 

科（修士課程），医学系研究科（修士課程・博士課程），工

学研究科（博士前期課程・博士後期課程），生物資源学研

究科（博士前期課程・博士後期課程），地域イノベーショ

ン学研究科（博士前期課程・博士後期課程） 

附置研究所：該当なし 

関連施設：教養教育機構，附属図書館，保健管理センター，

社会連携研究センター（社会連携研究室・知的財産統括

室・新産業創成研究拠点・研究展開支援拠点・伊賀研究拠

点），生命科学研究支援センター，国際交流センター，総

合情報処理センター，高等教育創造開発センター，共通教

育センター，学生総合支援センター，国際環境教育研究セ

ンター，附属教育実践総合センター，附属幼稚園，附属小

学校，附属中学校，附属特別支援学校，附属病院，附属紀

伊・黒潮生命地域フィールドサイエンスセンター（附帯施

設農場・附帯施設演習林・附帯施設水産実験所），附属練

習船勢水丸，地域イノベーション・コアラボ 

（４）学生数及び教員数（平成26年5月1日現在） 

 学生数：学部 6,148人，大学院 1,150人 

   専任教員数： 790人 

助手数：     0人 

２ 特徴  

 本学は，昭和24年５月，三重師範学校，三重青年師範学

校，三重農林専門学校を包括し，学芸学部，農学部の２学

部を有する新制の国立大学として設置された。 

 その後，昭和41年４月に学芸学部を教育学部に改称し， 

昭和44年４月工学部設置，昭和47年５月医学部，水産学部

の設置（三重県立大学から移管），昭和58年４月人文学部

設置，昭和62年10月には農学部と水産学部を統合改組し生

物資源学部を設置。平成９年10月に医学部看護学科を設置

し，平成12年３月に医療技術短期大学部を廃止した。さら

に，平成21年４月には地域イノベーション学研究科を新設

し，現在までに各学部を基礎として設置した大学院研究科

を含め，５学部６研究科及びその関連施設で構成される総

合大学となっている。 

本学は，基本理念を『教育・研究の実績と伝統を踏まえ，

「人類福祉の増進」「自然の中での人類の共生」「地域社

会の発展」に貢献できる「人材の育成と研究の創成」を目

指し，学術文化の受発信拠点となるべく，切磋琢磨する。』

と定め，活発な教育研究活動を展開している。その主な特

徴は次のとおりである。 

（１）教育に関しては，「感じる力｣「考える力」｢コミュ

ニケーション力」と，それらを総合した 「生きる力」の4

つの力の獲得を基本的教育目標に据えている。また，教育

目標を達成するための教育方法として，PBL教育

(Problem/Project Based Learning)を採用するなど，学生

の問題解決的な能力の形成，自主的な学習態度の育成に努

めている。 

（２）研究に関しては，研究能力が世界に通用すると評

価される研究者が存在するが，地域に貢献するテーマに積

極的に関わろうとする教員も多く，それらの研究成果は，

教育現場，地域医療，自治体や企業との連携や各種技術の

イノベーションにも活用されている。 

（３）社会連携・地域貢献に関しては，「地域に根ざす」

をモットーに，自治体や企業との連携に大きな成果を挙げ

ており，地域社会とともに歩む姿勢を貫いている。     

また，四日市公害の解決に本学が大きく寄与した経験を

活かし，学生と教職員が一体となって ISO14001 の認証を

取得して教育，研究，社会貢献に活用するなど，地域とと

もに積極的に環境活動を実施している。 

（４）国際交流に関しては，平成６年度から実施してい

る「３大学ジョイントセミナー」（江蘇大学（中国），チェ

ンマイ大学（タイ））の充実をはじめ，アジアパシフィッ

ク地域を中心とした技術支援やシンポジウムなどの国際

交流，留学生の受入，国際インターンシップ制度の整備，

天津師範大学（中国）との日本語教育分野における，国立

大学では先進的な学部レベルのダブルディグリープログ

ラムの実施などの実績を有する。 
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Ⅱ 目的 

 

１．大学の基本的な目標（ミッション） 

本学は，学則第１条（目的）において，「本学は，広く教養を与えると共に，専門の学芸を教授研究し，科学及び技術の発達に努め，

真理と正義を愛する人格を育成し，人類の福祉と文化の進展に貢献することを目的とする。」と定め，基本的な目標（ミッション）と

して「三重の力を世界へ：地域に根ざし，世界に誇れる独自性豊かな教育・研究成果を生み出す。～人と自然の調和・共生の中で～」

を設定している。 

 

２．基本理念及び目的 

本学は，基本理念として「三重大学は，総合大学として，教育・研究の実績と伝統を踏まえ，｢人類福祉の増進」「自然の中での人

類の共生」「地域社会の発展」に貢献できる「人材の育成と研究の創成」を目指し，学術文化の受発信拠点となるべく，切磋琢磨する。｣

を掲げ，以下の「教育」「研究」「社会貢献」「情報化」「国際化」「組織」の６項目からなる目的を設定している。 

①教育の目的 

・三重大学は「４つの力」，すなわち「感じる力｣「考える力」｢コミュニケーション力」と，それらを総合した「生きる力」を

躍動させる場として，社会の新しい進歩を促すと同時に他者に対する寛容と奉仕の心を併せもった感性豊かな人材を育成す

る。 

・三重大学は課題探求心，問題解決能力，研究能力を育てるとともに，学際的・独創的・総合的視野をもち，国際的にも活躍

できる人材を育成する。 

・三重大学は，多様な学生を受け入れるための教育制度を構築するとともに，学生の心身の健康を維持・増進させ，意欲的に修

学できる学習環境を整備し，学生の個性を重んじた進路指導を実施することを目指す。 

②研究の目的 

・三重大学は，多様な独創的応用研究と基礎研究の充実を図り，さらに固有の領域を伝承・発展させるとともに，総合科学や新

しい萌芽的・国際的研究課題に鋭意取り組み，研究成果を積極的に社会に還元する。 

③社会貢献の目的 

・三重大学は，教育と研究を通じて地域作りや地域発展に寄与するとともに，地域社会との双方向の連携を推進する。 

④情報化の目的 

・三重大学は，学内における情報化はもとより，学術研究・地域連携・社会活動等の情報を受発信し，グローバル社会におけ

る学術文化の起点となることを目指す。 

⑤国際化の目的 

・三重大学は，国際交流・国際協力の拡大と活性化を図るとともに国際的な課題の解決に貢献できる人材を養成し，大学の国

際化を目指す。 

⑥組織の目的 

・三重大学は，審議・執行・評価の独自性を確立し，学長のリーダーシップの下に，速やかな意志決定と行動を可能にする開

かれた大学運営と体制の整備に努める。 

 

３．中期目標 

基本的な目標（ミッション）・基本理念及び目的を実現するために，中期目標においては，以下に掲げる目標が設定されている。 

 

○教育に関する目標 

幅広い教養の基盤に立った高度な専門知識や技術を有し，地域のイノベーションを推進できる人財を育成する 
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ために，「４つの力」，すなわち｢感じる力」「考える力」｢コミュニケーション力」それらを総合した「生きる力」を養成する。 

・「感じる力」：感性，共感，倫理観，モチベーション，主体的学習力，心身の健康に対する意識 

・「考える力」：幅広い教養，専門知識・技術，論理的思考力，批判的思考力，課題探求力，問題解決力 

・「コミュニケーション力」：情報受発信力，討論・対話力，指導力・協調性，社会人としての態度，実践外国語力 

・「生きる力」：感じる力，考える力，コミュニケーション力を総合した力 

 

○研究に関する目標 

地域に根ざし世界に誇れる独自性豊かな研究成果を生み出す。さらに，その成果を教育に反映するとともに，広く社会に還元する。 

 

○社会との連携や社会貢献に関する目標 

地域に根ざした知の支援活動を促進する。 

 

○国際交流に関する目標 

・国際交流イベントなどによって国際感覚が自然に身につきやすい学内の国際化を進める。 

・留学生，外国人研究者の受入れ体制及び学生，教職員の海外派遣制度を整備し，充実を図る。 

・地域の国際化・国際交流の発展を支援する。 

 

○学術情報基盤に関する目標 

電子情報受発信の拠点機能を有する学術情報基盤と情報セキュリティ基盤を強化する。 

 

○組織運営の改善に関する目標 

・社会のニーズや環境変化に対応し組織整備や効果的な経費配分など柔軟かつ機動的な運営を行うため，トップマネジメントによる

速やかな意志決定と管理運営体制を強化する。 

・大学運営の専門職能集団及び教育研究活動等の機能を向上させるため，教職員の人事制度の見直しなどを行う。 

 

○自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標 

・自己点検・評価を充実し，不断の大学改善を進める。 

・社会への説明責任を果たすために広報活動を充実し，情報公開を促進する。 
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Ⅲ 選択評価事項Ｂ 地域貢献活動の状況 

 

１ 選択評価事項Ｂ 「地域貢献活動の状況」に係る目的 

  

（１）基本的な目標，基本理念及び社会貢献に関する目的 

本学は，基本的な目標として「三重の力を世界へ：地域に根ざし,世界に誇れる独自性豊かな教育・研究成果を生み出す。～人と自

然の調和・共生の中で～」を掲げ，基本理念として「三重大学は，総合大学として，教育・研究の実績と伝統を踏まえ，｢人類福祉の

増進」「自然の中での人類の共生」「地域社会の発展」に貢献できる「人財の育成と研究の創成」を目指し，学術文化の受発信拠点と

なるべく，切磋琢磨する。｣と設定している。（資料Ｂ-Ａ）さらに，本学の「社会貢献」の目的として，「教育と研究を通じて地域作

りや地域発展に寄与するとともに，地域社会との双方向の連携を推進する」と設定している。 

 

（２）法人における中期目標 

本学の基本的な目標，基本理念及び社会貢献の目的を実現するために，中期目標において社会との連携や社会貢献に関する目標と

して「地域に根ざした知の支援活動を促進する」と定めている。さらに，教育・研究等他の目標においても地域貢献にかかる項目を

設けており，全学で地域貢献活動に取り組んでいる。（資料Ｂ-Ａ） 

 

（３）関連センター等 

 本学の地域貢献活動に主体的に関わるセンター等として，社会連携研究センター（地域戦略センター，地域圏防災・減災研究セン

ター），高等教育創造開発センター等が整備されており，それぞれの目的に基づき，地域貢献活動に取り組んでいる。（資料Ｂ-Ｂ） 

 

○資料Ｂ-Ａ 国立大学法人三重大学 中期目標（抜粋：地域貢献にかかる部分の例） 

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標 

１ 教育に関する目標 

（１）教育内容及び教育の成果等に関する目標 

地域・社会に貢献するという目的をもって真摯に学習する意欲や大学での学習の基礎となる学力をもつ学生を受け入れるた

め，入学者選抜方法を改善する。 

２ 研究に関する目標 

地域に根ざし世界に誇れる独自性豊かな研究成果を生み出す。さらに，その成果を教育に反映するとともに，広く社会に還元

する。 

３ その他の目標 

  （４）附属病院に関する目標 

    地域住民への健康教育や医療人の生涯教育に貢献するため，自治体や地域医療機関との連携を緊密にし，地域社会の保健・

医療水準の向上にとって必要不可欠な指導的中核病院となる。また，高度で先進的な医療を安全に提供する。 

Ⅴ その他業務運営に関する重要目標 

 １ 施設設備の整備・活用等に関する目標 

   三重大学の特色である三翠（空，樹，波のみどり）と伝統を生かした，人と自然が調和・共生する潤いのあるキャンパス環境

を創出する。 
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○資料Ｂ-Ｂ 関連センター等の目的 

１．社会連携研究センター 

  外部機関との連携・協力を深め，教育・研究の進展を図り，地域社会における産業，文化と福祉の向上に資することを目的

とする。 

２．地域戦略センター 

  地域作りや地域発展に貢献するとともに，地域社会との双方向の連携を推進し，大学が生み出し蓄積している知的財産や人

財を地域の自治体や産業界などに還元することを目的とする。 

３．地域圏防災・減災研究センター 

  本学の研究成果及び人的資源を活用して，三重県を中心とした地域圏における防災及び減災に関する研究，教育，社会連携

の推進を図るとともに災害医療に寄与することを目的とする。 

４．高等教育創造開発センター 

  本学の教育目標の達成に向けた教育諸活動の創造，開発，推進及び支援を行うことを目的とする。 
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２ 選択評価事項Ｂ 「地域貢献活動の状況」の自己評価 

 

（１）観点ごとの分析 

 

観点Ｂ－１－①： 大学の地域貢献活動の目的に照らして、目的を達成するためにふさわしい計画や具体的方

針が定められているか。また、これらの目的と計画が適切に公表・周知されているか。 

 

【観点に係る状況】 

本学は，「教育と研究を通じて地域作りや地域発展に寄与するとともに，地域社会との双方向の連携を推進す

る」を「社会貢献」の目的として掲げており，この目的を実現するために，中期目標において社会との連携や社

会貢献に関する目標を定めているほか，教育・研究等他の目標においても地域貢献にかかる項目を設けている。

これらの中期目標を達成するための具体的な措置を中期計画及び年度計画（資料Ｂ-1-①-Ａ～資料Ｂ-1-①-Ｃ）

において明確に定めているだけでなく，教育・研究・診療等さまざまな分野においても地域貢献にかかる計画を

定めている（資料Ｂ-1-①-Ｄ）。また，本学の社会貢献の目的，中期目標，中期計画・年度計画それぞれについて

本学ホームページに掲載して公表するとともに，各種学内会議において教職員に周知を図っている。 

 

資料Ｂ-1-①-Ａ 国立大学法人三重大学 中期計画 

        http://www.mie-u.ac.jp/disclosure/pdf/20140409_cyukikeikaku.pdf 

資料Ｂ-1-①-Ｂ 国立大学法人三重大学 年度計画 

http://www.mie-u.ac.jp/disclosure/pdf/20130409_h25nendokeikaku.pdf 

資料Ｂ-1-①-Ｃ 国立大学法人三重大学 中期計画 

３ その他の目標を達成するための措置 

（１）社会との連携や社会貢献に関する目標を達成するための措置 

（①知の支援）  

１ 公開講座や市民開放授業等，地域住民が参画できる教育活動を充実する。また，教員免許状更新講習等，社

会人（同窓生を含む）のキャリアアップ教育に貢献する。  

２ 大学が保有する学術資料のデジタルアーカイブ化を進め，公開・展示したり，それらに基づいたシンポジウ

ム等を開催する。また，それらを保管・展示する施設整備を進める。  

３ 地域の図書館等，情報関連機関や博物館等と連携して情報サービス体制の整備を図るとともに，大学の施設

を活用しながら知的情報を提供する。  

４ 地域圏防災・減災研究センターを中心に，三重県等と協働した地域防災活動を積極的に推進できる人材の育

成など，地域防災事業を推進する。 

資料Ｂ-1-①-Ｄ 国立大学法人三重大学 中期計画（抜粋：地域貢献にかかる部分の例） 

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１ 教育に関する目標を達成するための措置 

（１）教育内容及び教育の成果等に関する目標を達成するための措置 

（④学生の受入れ） 

３ 本学の教育・研究資源を高校教育に役立てるため，引き続き，出前授業，ＳＳＨ，ＳＰＰ，サマーセミナ

ー等の高大連携事業に対して重点的に取り組む。 
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２ 研究に関する目標を達成するための措置 

（１）研究水準及び研究の成果等に関する目標を達成するための措置 

（②研究成果の教育への反映及び社会への還元） 

  ２ 研究成果を広く社会に還元するため，共同研究や受託研究等の推進，特許の出願・企業への技術移転，ベ

ンチャー企業の育成等を推進する。  

３ 市民や社会に向けた研究成果発表会，研究業績の紹介，ホームページ等を活用した研究成果の周知活動等

を積極的に行う。 

（２）研究実施体制等に関する目標を達成するための措置 

（①戦略的研究推進体制） 

３ 社会連携研究センターによる自治体等との各種事業，企業等との共同研究や受託研究，特許の出願・企業

への技術移転，学外拠点の活用と有効な連携等，産学官連携活動の支援・推進体制を強化する。 

 

３ その他の目標を達成するための措置 

（４）附属病院に関する目標を達成するための措置 

（②社会貢献） 

１ 地域の救命救急医療体制の充実に向け，県，津市，医師会等と連携し，救命救急センターを設置するとと

もに，救急医の養成システムを構築する。 

２ 三重県難病相談支援センター，へき地医療支援機構との連携強化を図るとともに，医師，看護師等の継続

的な教育に貢献し，地域における医療・保健水準の向上及び家庭医などへき地医療に携わる人材を育成す

る。 

３ 生活習慣病の予防及び早期発見のための健診（検診）体制を確立する。 

４ がん診療連携拠点病院及び肝疾患診療連携拠点病院として，三重県における医療水準の均てん化の実現に

向け，指導的役割を果たすとともに，治験拠点病院として質の高い臨床研究・治験を推進し，高度で先進

的な医療を安全に提供する。 

 

Ⅴ その他業務運営に関する重要目標を達成するためにとるべき措置  

  １ 施設設備の整備・活用等に関する目標を達成するための措置  

  （①キャンパス環境）  

   １ 人と自然との調和・共生に配慮した地域社会に開かれたキャンパス環境を整備する。  

   ２ 環境先進大学としての社会的責任を果たすため，三重大学環境方針の下，有限資源の有効な利活用を図る

とともに，エネルギー消費量の低減に向けた取組を推進する。 

 

【分析結果とその根拠理由】 

 本学の基本的な目標，基本理念及び社会貢献の目的を達成すべく，中期目標において「社会との連携や社会貢

献に関する目標」が示されており，その目標を達成するための具体的な措置として，中期計画及び年度計画が明

確に定められている。さらに，教育・研究・診療等さまざまな分野においても中期目標・中期計画として地域貢

献にかかる項目を定めている。これらの目的，中期目標，中期計画・年度計画は本学ホームページに掲載して公

表するとともに，各種学内会議において教職員に周知を行っている。 

以上のことから，大学の社会貢献の目的に照らして，目的を達成するためにふさわしい計画が定められている
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とともに，これらの目的と計画が適切に公表・周知されていると判断する。 

 

観点Ｂ－１－②： 計画に基づいた活動が適切に実施されているか。 

 

【観点に係る状況】 

「教育と研究を通じて地域作りや地域発展に寄与するとともに，地域社会との双方向の連携を推進する」とい

う本学の社会貢献の目的を実現するために，中期目標に地域貢献に係る目標が設定されており，その目標を達成

するための措置は，中期計画及び年度計画のなかで具体化されている。これらの中期計画及び年度計画に基づき，

教育・研究・診療等それぞれの分野において全学で地域貢献活動を行っている。 

 主な活動は，以下の通りである。 

 

Ⅰ 社会との連携・社会貢献分野 

 

１．地域の知の支援活動等への取組みについて 

（1）地域の社会人等を対象とした教育活動を行っており，文部科学省の認定のもとに教員免許状更新講習を実

施しているほか（資料Ｂ-1-②-Ａ），市民向け公開講座（資料Ｂ-1-②-Ｂ）や授業を一般に開放する「市

民開放授業」等を行っている（資料Ｂ-1-②-Ｃ，資料Ｂ-1-②-Ｄ）。 

（2）平成24年度に，科学技術振興機構が実施する理数系教員（CST（コア・サイエンス・ティーチャー））養

成拠点構築事業に採択され，本学と三重県教育委員会が連携し，理数系教員養成プログラムの開発・実施

や，地域の理科教育における拠点の構築・活用などを通じた理科教育の中核を担う教員の養成を行ってい

る（資料Ｂ-1-②-Ｅ）。 

 

２．地域への知的情報提供への取組みについて 

本学の附属図書館は，「研究支援機能」，「学習支援機能」，「地域貢献機能」の３つの機能をサービスの３ 

本柱に据え，その中の「地域貢献機能」として「学術資料の展示」「各種展示・シンポジウムの実施」「機関

リポジトリ」に取組んでいる（資料Ｂ-1-②-Ｆ）。また，県内の図書館や博物館との連携も推進しており，

平成 26 年２月には，三重の自然と歴史・文化などの地域資源を活かし，文化振興と地域づくりに寄与する

ことを目的として，三重県総合博物館との間で相互協力協定を締結した（別添資料Ｂ-1-②-1）。 

 

３．地域の防災等に関する研究及び支援の取組みについて 

（1）本学の位置する三重県は，南海トラフを震源とする東海・南海・東南海地震等による甚大な被害が懸念さ

れる地域性から，三重県地域で発生する自然災害に備え，地域圏の防災・減災活動の取組みの充実化や，

地域の防災・減災活動を率先して行う人財を育成することを目的として，「みえ防災塾」（平成 25 年度ま

では「美し国おこし・三重さきもり塾」）等の防災人材育成事業を推進している（資料Ｂ-1-②-Ｇ）。 

（2）平成25年４月より，社会連携研究センター(後述)内に地域圏防災・減災研究センターを設置し，三重地

域圏の産学官民連携による防災・減災活動の推進体制を強化した（資料Ｂ-1-②-Ｈ，別添資料Ｂ-1-②-2）。

さらに，平成 26 年４月には，地域防災に携わる人財の育成や研究成果の創出などについて，三重県と共

同で取り組む全国初の組織として，「三重県・三重大学 みえ防災・減災センター」を設置し，三重地域

圏の産学官民連携を充実させている（資料Ｂ-1-②-Ｉ，別添資料Ｂ-1-②-3）。 
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Ⅱ 教育分野 

 

 １．地域の教育活動等への取組みについて 

三重県教育委員会との間に連携協力に関する協定を結び，三重県内の学習意欲あふれる高校生が自発的に

大学で勉強できる機会を積極的に提供することを目的として，全学的にさまざまな高大連携の取組みを行っ

ている（別添資料Ｂ-1-②-4，資料Ｂ-1-②-Ｊ～資料Ｂ-1-②-Ｌ）。 

 

Ⅲ 研究分野 

 

１．地域の研究活動等への取組みについて 

（1）外部機関との連携・協力を深め，教育・研究の進展を図り，地域社会における産業，文化と福祉の向上に

資することを目的として，社会連携研究センターを設置している（資料Ｂ-1-②-Ｍ）。 

（2）これまで蓄積してきた教育・研究資源の提供と地域活性化の促進を目的に，三重県内各地域との間に相互

友好協力等に関する協定を締結している（資料Ｂ-1-②-Ｎ）。さらに，三重県内各地域での産学官連携活

動を推進するために，四日市市，伊賀市，尾鷲市に拠点となるオフィスを設置している（資料Ｂ-1-②-Ｏ）。 

（3）平成21年４月に，研究成果等の社会への還元を目的に，社会連携を大学院教育に取り入れた全国初の独

立研究科として地域イノベーション学研究科を設置し，地方産業界が求める即戦力型人材の育成に取り組

んでいる（資料Ｂ-1-②-Ｐ）。 

（4）平成23年４月に，社会連携研究センター内に「地域戦略センター」を設置し，三重県内の地方自治体と

連携して地域が抱える産業育成，地域振興，観光政策，環境政策等の諸問題に対する政策提言・提案等を

行うことにより，積極的に地域貢献に取り組んでいる。これは，大学が蓄積する知の活用によって地域が

抱える課題の解決策を提供する「総合シンクタンク」の役割を果たすことを目指している（資料Ｂ-1-②-

Ｑ）。 

（5）平成20年度より，大学全体として地域貢献活動の創造及び推進を目的に，本学教員を代表者とする教育・

研究に基づく自主的な活動を「三重大学地域貢献活動」として毎年公募を行っており，地域と連携して行

う教員の活動に対して，本学の活動として認定するとともに，必要な経費を一部助成支援している（資料

Ｂ-1-②-Ｒ）。 

 

Ⅳ 診療分野 

 

１．医療活動を通じた地域貢献の取組みについて 

（1）本学は，平成22年６月に三重県より救命救急センターの指定を受け，病院前医療，３次救急医療，集中

医療を行うなど，三重県内の救急医療の中心的役割を担っており，救急医療の質向上を図っている（資料

Ｂ-1-②-Ｓ）。また，平成24年２月には，ドクターヘリの運用を開始し，救急現場から迅速かつ高度な医

療活動を行うことにより尊い人命の救助につなげている（資料Ｂ-1-②-Ｔ）。 

（2）本学は，医学部・附属病院が連携し，三重県内の地域医療を支援する活動を行っている。へき地・医師不

足地域を含む県内各医療機関に指導医となる教員を配置し，継続的に当該医療機関の医師・看護師等の教

育を行うことにより，地域における医療・保健水準の向上を図っている。また，これら地域医療の支援に

ついて，実際の診療などを通じ，医療保健体制に関する教育・研究を行い，最適な地域医療体制の確立を

目指すことを目的として，三重県各地域に地域医療学講座を設置している（資料Ｂ-1-②-Ｕ）。さらに，
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平成 25 年度には，文部科学省の「未来医療研究人材育成拠点形成事業」において「三重地域総合診療網

の全国・世界発信」が採択され，さらなる地域医療活性化への基礎的教育研究システムの構築を進めてい

る（資料Ｂ-1-②-Ｖ）。 

 

Ⅴ 環境分野 

 

１．環境を通じた地域貢献の取組みについて 

（1）本学は，環境人財の育成に力を入れており，環境，経済，社会の総合的な発展を目指す持続発展教育(ESD)

として，環境教育，防災教育，生物多様性教育，世界遺産や文化教育，国際理解教育などを行っている。

平成21 年度には，総合大学で全国初となるユネスコスクールに加盟し，ESD の推進拠点として，三重県，

教育機関，地元企業，各種団体等と連携しながら，地域への環境教育の普及・拡大を図っている（別添資

料Ｂ-1-②-5）。 

また，平成24年度に，自主財源で「環境・情報科学館」を整備し，環境団体や企業，自治体等と連携し

て環境教育・研究等の情報発信や地域住民との交流を行うなど，環境先進大学として積極的な取組みを行

っている（資料Ｂ-1-②-Ｗ）。 

（2）本学は，全国の国立大学では数少ない「海に近い大学」として，海岸（名称：町屋海岸）に隣接している。

町屋海岸は，自然豊かな場であり，景観も素晴らしいことから，本学では，学生が中心となり環境ISO学

生委員会を組織し，地域住民とともに年５回，ゴミ拾いなどの海岸美化活動を行っている（資料Ｂ-1-②-

Ｘ）。また，当該活動と並んで，近隣の小学校の児童を対象に，環境問題等について学習する機会を設け

るなど，環境に対する意識の向上を図っている（資料Ｂ-1-②-Ｙ）。 

 

○資料Ｂ-1-②-Ａ 教員免許状更新講習 https://www.mie-u.ac.jp/certificate/ 
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○資料Ｂ-1-②-Ｂ 平成25年度市民向け公開講座 

 



三重大学  

- 12 - 

 

（出典：本学ウェブサイト http://www.mie-u.ac.jp/neighborhood/pdf/2013siminkouza.pdf） 
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○資料Ｂ-1-②-Ｃ 平成26年度市民開放授業科目等一覧 

学期 学部等 授業科目 曜日 募集定員 受講料 受講条件(損保等加入等) 

前期 人文学部 ドイツの言語A 月 3 9,400円 ドイツ語の基礎的な文法を習得している

こと 

ドイツの文学G 月 5 9,400円 なし 

自然環境論Ａ 水 5 9,400円 なし 

ドイツ文学演習E 木 5 9,400円 中級程度のドイツ語読解力のある方 

日本考古学特講E 木 １0 9,400円 なし 

教育学部 学校教育研究演習Ⅰ 月 3 9,400円 なし 

被服学概論 月 3 9,400円 損保等加入 

博物館・情報メディア論 木 20 9,400円 なし 

工学研究科 量子力学Ⅱ（電気電子工学科） 月 10 9,400円 なし 

量子力学Ⅰ（物理工学科） 月 若干名 9,400円 なし 

生物資源学研

究科 

微生物学 水 2 9,400円 なし 

森林有機化学 木 2 9,400円 なし 

分子遺伝学 火 2 9,400円 なし 

海洋食糧機能化学 火 2 9,400円 なし 

水族生理学 水 2 9,400円 なし 

国際交流セン

ター 

基礎Ⅰ生活日本語１A(きそⅠせい

かつにほんご１A) 

木 2 9,400円 はじめてにほんごをべんきょうするひと

むけです。にほんごレベルはんていしけ

んをうけなければなりません。 

基礎Ⅱ生活日本語３A 

(きそⅡせいかつにほんご３A) 

月 2 9,400円 にほんごしょきゅうをもういちどべんき

ょうしたいひとむけのじゅぎょうです。

にほんごレベルはんていしけんをうけな

ければなりません。 

中級Ⅰ文法・読解A 

（ちゅうきゅう I 

ぶんぽう・どっかいA） 

水 2 9,400円 中級レベルを目指したい人向け。にほん

ごレベルはんていしけんをうけなければ

なりません。 

中級Ⅱ文法・読解A 

 

火 2 9,400円 日本語能力試験１，２級を目指す人向け

の授業です。日本語レベル判定試験を受

けなければなりません。 

共通教育セン

ター 

志摩の海女文化 月 20 9,400円 なし 

東洋史Ⅱ 水 5 9,400円 なし 

急病の観察と判断 水 10 9,400円 なし 

日本史Ⅱ 木 20 9,400円 なし 

化学の話題から 木 10 9,400円 なし 

文化の意義を考え直す 金 10 9,400円 なし 

ドイツ語Ⅰ基礎（前） 火 5 9,400円 なし 

ドイツ語Ⅰ演習（前） 木 5 9,400円 なし 

ドイツ語Ⅱ講読 月 5 9,400円 ドイツ語文法の基礎を理解していること

ドイツ語Ⅱ演習 木 5 9,400円 初級文法を修得していること 

英語ⅡＴＯＥＩＣ受験対策 火 10 9,400円 なし 

英語ⅡＴＯＥＩＣ受験対策 木 10 9,400円 なし 

後期 人文学部 ドイツの言語B 月 3 9,400円 ドイツ語の基礎的な文法を習得している

こと 

ドイツ文学論B 月 5 9,400円 なし 

自然環境論B 水 3 9,400円 なし 
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日本考古学特講F 木 10 9,400円 なし 

教育学部 現代社会の課題と国民的教養 火 10 9,400円 なし 

教育社会学 火 3 9,400円 なし 

教育社会学演習 月 3 9,400円 なし 

被服構成学 水 3 9,400円 損保等加入 

メディアリテラシーと情報表現Ⅱ 月 20 9,400円 なし 

工学研究科 量子力学（電気電子工学科） 月 10 9,400円 なし 

電磁気学Ⅱ及び演習 火，水， 10 13,500円 なし 

技術者倫理 木 3 9,400円 三重大学のMoodleを使用できること 

量子力学Ⅱ（物理工学科） 月 若干名 9,400円 なし 

生物資源学研

究科 

資源動物学 月 2 9,400円 なし 

環境経済学 月 2 9,400円 なし 

流域保全学 水 2 9,400円 なし 

食料生産システム学 水 2 9,400円 なし 

景観設計論 月 2 9,400円 なし 

果樹生育生理学 火 2 9,400円 なし 

国際交流セン

ター 

基礎Ⅰ生活日本語１B(きそⅠせい

かつにほんご１B） 

木 2 9,400円 はじめてにほんごをべんきょうするひと

むけです。にほんごレベルはんていしけ

んをうけなければなりません。 

基礎Ⅱ生活日本語３B 

(きそⅡせいかつにほんご３B) 

月 2 9,400円 にほんごしょきゅうをもういちどべんき

ょうしたいひとむけのじゅぎょうです。

にほんごレベルはんていしけんをうけな

ければなりません。 

中級Ⅰ文法・読解B 

 

水 2 9,400円 中級レベルを目指したい人向け。にほん

ごレベルはんていしけんをうけなければ

なりません。 

中級Ⅱ文法・読解B 

 

火 2 9,400円 日本語能力試験１，２級を目指す人向け

の授業です。日本語レベル判定試験を受

けなければなりません。 

共通教育セン

ター 

比較政治文化 月 10 9,400円 なし 

建築・技術・人間ｰ防災論 月 10 9,400円 なし 

東洋史Ⅱ 水 5 9,400円 なし 

日本史Ⅳ 木 20 9,400円 なし 

知財学入門 金 10 9,400円 なし 

ドイツ語Ⅰ基礎（後） 火 5 9,400円 なし 

ドイツ語Ⅰ演習（後） 木 5 9,400円 なし 

ドイツ語Ⅱ講読 月 5 9,400円 ドイツ語文法の基礎を理解していること

ドイツ語Ⅱ演習 木 5 9,400円 初級文法を修得していること 

英語ⅡＴＯＥＩＣ受験対策 火 10 9,400円 なし 

英語ⅡＴＯＥＩＣ受験対策 木 10 9,400円 なし 

                    （出典：本学ウェブサイト（http://www.mie-u.ac.jp/neighborhood/extension.html）を基に作成）  
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○資料Ｂ-1-②-Ｄ 平成25年度みえアカデミックセミナー 

          

         （出典：本学ウェブサイト：http://www.mie-u.ac.jp/topics/kohoblog/2014/03/2013-9.html） 

 

○資料Ｂ-1-②-Ｅ 理数系教員（コア・サイエンス・ティーチャー：CST）養成拠点構築事業 

         http://cst.pj.mie-u.ac.jp/ 

○資料Ｂ-1-②-Ｆ 三重大学附属図書館概要（2013） 

         http://www.lib.mie-u.ac.jp/about_library/outline/outline2013.pdf 

○資料Ｂ-1-②-Ｇ みえ防災塾（旧「美し国おこし・三重さきもり塾」） 

 http://www.sakimori.eng.mie-u.ac.jp/ 

○資料Ｂ-1-②-Ｈ 地域圏防災・減災研究センター 

 

（出典：地域圏防災・減災センター作成資料） 
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○資料Ｂ-1-②-Ｉ 三重県・三重大学 みえ防災・減災研究センター 

 

（出典：みえ防災・減災センター作成資料） 

○資料Ｂ-1-②-Ｊ 高大連携の取組みについて 

事業名 取組み内容 

サマーセミナー 夏休み期間中，高校生を対象とした授業を実施している。 

東紀州講座 木本・尾鷲高校生を対象とした公開講座。三重大学と両校の密接な連携のもと三重大学の教育研究資源を両校生

へ開放し，学習意欲あふれる進学希望者をより多く確保することを目的としている。両校は本学から遠いため，

教員が出向いて講座を開いている。 

高校生向け公開講座 毎週9・10限（16時20分～17時50分）に共通教育科目を高校生向け公開授業として開講している。（下記：資

料Ｂ-1-②-K） 

スーパーサイエンス・ハイスクール

（SSH） 

文部科学省より，科学技術，理科･数学教育を重点的に行う「スーパーサイエンス・ハイスクール」として指定

された高等学校に対し，当該事業の取組みに協力している。 

サイエンス・パートナーシップ・プ

ロジェクト（SPP） 

児童生徒の科学技術，理科・数学に対する興味・関心と知的探求心等を育成することを目的として，学校等と

大学・科学館等との連携により，科学技術，理科・数学に関する観察，実験，実習等の体験的・問題解決的

な学習活動に対する支援を行っている。 

出前授業 本学教員が直接，三重県内の中学校や高等学校に出向き，専門とする教育・研究内容等についてわかりやすく

説明する出張講義を行っている。人文学部，工学部，生物資源学部において実施している。（下記：資料Ｂ-1-

②-L） 

    （出典：教務チーム提供資料より作成） 
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○資料Ｂ-1-②-Ｋ 平成25年度高大連携授業科目一覧 

学期 曜日 授業科目名 分野 授業のテーマ 認定単位数 

前期 火 教養社会学Ⅱ 社会 古典映画にみる人間のあり方 2

火 臨床医学の最近の話題  自然 臨床医学各領域のトピックスを分かりやすく解説する  2

木 演劇入門 人文 演劇に親しむ 2

木 化学の話題から 自然 化学という学問の特徴を理解する 2

木 癌治療の最前線 社会，自然 一言で「癌」といっても，その発生部位により，病態，

治療法，治療成績が著しく異なることを理解し，さらに癌

治療法の現状と将来について知識を深めることを目標とす

る 

2

木 環境と微生物 自然 環境，微生物，富栄養化，バイオマス，プロバイオティ

ックス，消化管微生物，地球温暖化，環境修復，環境保

全 

2

金 自然環境概論 自然 自然環境において森林が果たす役割 2

金 環境と生物 自然 森林，木材，居住環境，木造建築 2

金 数学の話題からⅢ 自然 数学のいくつかの分野からの話題 2

後期 月 森林環境とその保全 自然 森林生態系，森林の環境，森林の機能，森林資源調査，世

界の森林資源，持続可能な森林経営 

2

月 建築・技術・人間－防災論 社会，自然 自然債学，建築防災，地域防災 2

月 社会連携実践Ⅱ 社会 地域の課題を知り解決策を考える 2

火 西洋史Ⅰ 人文 西洋史 アメリカ社会 近代化 2

火 癌の最新の診断と治療 自然 さまざまな癌の診断と治療法のﾄｯﾋﾟｯｸｽを分かりやすく解

説する 

2

水 Protest Song Studies 

（プロテストソング論） 

人文，社会 プロテストソング，反戦，反核兵器，反公害，世界，市

民 

2

木 国際保健と地域医療 社会 国際医療協力，公衆衛生，外国の医療，地域医療，へき地

医療 

2

木 共通セミナーＦ 人文 新宗教について考える 2

木 共通セミナーＦ 自然 先端再生医療工学を学ぶ 2

金 知財学入門 社会 知財マインドの醸成 2

      （出典：本学ウェブサイト（http://www.mie-u.ac.jp/koudai/about/12open.html）を基に作成） 

○資料Ｂ-1-②-Ｌ 出前授業 

http://www.human.mie-u.ac.jp/chiiki/demae/ （人文学部） 

    http://www.eng.mie-u.ac.jp/community/for-highschools/h26_demae_list.pd  

（工学研究科） 

http://www.bio.mie-u.ac.jp/about/service/outside/26demaemenu.pdf 

（生物資源学研究科） 

 

○資料Ｂ-1-②-Ｍ 社会連携研究センター http://www.crc.mie-u.ac.jp/ 

 

○資料Ｂ-1-②-Ｎ 三重県地域との相互友好協力等に関する協定一覧（平成26年4月1日現在） 

協定名・協定締結先等 締結日 

①三重県との協定  

  海の博物館 平成16年3月18日 
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  三重県との防災協定 平成17年12月21日 

 三重県との災害対策相互協力細目協定 平成19年3月20日 

  三重県科学技術振興センター 平成19年3月23日 

  三重県との「新県立博物館」にかかる連携協定 平成21年3月16日 

三重県との「医療」分野における連携に関する協定 平成22年1月29日 

三重県（防災危機管理部） 平成22年5月26日 

  三重県との実演芸術の振興等にかかる連携に関する協定 平成25年9月12日 

  三重県総合博物館 平成26年2月26日 

 三重県との『みえ防災・減災センター』設置に関する協定 平成26年4月1日 

②三重県内市町村との協定  

  尾鷲市  平成14年12月2日 

  四日市市  平成15年10月7日 

  亀山市 平成16年1月27日 

  鳥羽市 平成16年3月22日 

  朝日町 平成16年6月9日 

  伊賀市 平成18年1月23日 

  南伊勢町 平成18年5月12日 

  津市 平成21年2月20日 

  志摩市  平成21年7月6日 

  鈴鹿市  平成22年6月30日 

  伊勢市  平成23年1月27日 

  桑名市 平成25年7月1日 

  松阪市 平成25年8月29日 

（出典：総務チーム提供資料を基に作成） 

○資料Ｂ-1-②-Ｏ 三重県内各地域の産学官連携活動拠点 

所在地 名称 設置年度 設置目的等 

四日市市 四日市フロント 平成15年度 三重県北勢地域での産学官連携活動を推進し，地域企業や市民と一層密着し活動

する拠点として設置。 

伊賀市 伊賀研究拠点 平成20年度 本学の教育・研究の成果をもとに，伊賀地域を中心に，地方公共団体，各種団体

及び民間企業等と連携し，文化，教育，学術，経済及び社会の進展を図ることを

目的に設置。 

伊賀連携フィールド 平成24年度 上野商工会議所及び伊賀市と連携し，教育・文化振興・研究の推進を図るととも

に，地域振興上の諸課題等に適切に対応することにより伊賀地域の充実・発展に

貢献することを目的に設置。 

尾鷲市 三重大学連携室 平成23年度 海洋深層水の利活用や熊野古道の調査研究等，本学が尾鷲市とともに実施してい

る事業をさらに円滑に実施するために設置。本学教職員が会議や研究の場として

利用するほか，尾鷲市内の事業所，団体，市民からの技術相談の場としても活用

している。 

 （出典：本学ウェブサイトを基に作成） 
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○資料Ｂ-1-②-Ｐ 三重大学大学院地域イノベーション学研究科概要 

 

（出典：地域イノベーション学研究科作成資料） 

○資料Ｂ-1-②-Ｑ 地域戦略センター http://rasc-mie.jp/ 

 

                                               （出典：地域戦略センター作成資料） 
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○資料Ｂ-1-②-Ｒ 平成25年度三重大学地域貢献活動一覧 

部局等名 地域貢献活動の内容 

人文学部 大学・市民連携による持続的地域文化運動の構築～奧熊野山村古文書の調査と活用～ 

「多文化共生を支援するワークプレイスの課題を探る：接触場面における情報共有と リスク回避のためのコ

ミュニケーション行動調査」 

伊賀における「忍者」文化に着目した地域活性化の取り組み 

伊賀市における中心市街地活性化の取り組み 

遊休農地を活用した体験農園の開設による食育及び産消連携の推進 

津市における芸術文化振興活動の拠点と街づくり 

教育学部 第18回ジュニアアスリートフェスティバル ～小学生の「走る」「跳ぶ」「投げる」機会の創出～ 

「世界遺産・熊野古道」の保全と次代への継承 

社会的な結びつきを育むエクササイズ・プログラムの普及 

三重の産業を組み合わせた複合商品の開発と知財教育 

津市における健康づくり活動推進（特に運動面からの活動支援） 

医学部・医学系研究科 精神に障がいを抱えながら子育てする親と子どもへの支援 

産業廃棄物処理場が点在する並びに居住地域での牧場経営が開始された地域の環境調査及び住民の健康調査

と健康教育活動 

ワールドカフェ方式を用いた，地域を志向する医学生を含む住民を巻き込んだ医療・保健・福祉分野でのま

ちづくり体制の構築 

工学研究科 風力発電を題材とした小中学生のための環境体験学習 

光技術による地域産業の活性化 

科学工作教室を通した県内小中学校教員に対する理科教育啓発活動 

生物資源学研究科 三重にツルをよぼうプロジェクト（スタートアップ） 

地域の親子を対象とした科学講座《親子(孫)でたのしむ仮説実験講座》の企画と実施 

附属病院 三重県内の医療機関におけるアンチバイオグラムの作成 

社会連携研究センター（伊賀研究拠点） 理科教育振興のための出前授業の実践とそれに伴う教材製作（2年次） 

社会連携研究センター（地域圏防災・

減災研究センター） 

地域内コミュニティの「共助」としての「災害時要援護者とその支援者」の活動支援 

（出典：本学ウェブサイト（http://www.mie-u.ac.jp/kouken/）を基に作成） 

 

○資料Ｂ-1-②-Ｓ 救命救急センター  

http://www.hosp.mie-u.ac.jp/kyuukyuu/saito/homu.html 
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○資料Ｂ-1-②-Ｔ ドクターヘリ運航状況 

 

 （出典：附属病院作成資料） 

 

○資料Ｂ-1-②-Ｕ 地域医療学講座一覧（平成26年4月1日現在） 

講座名 相手先等 設置期間（更新あり） 

亀山地域医療学講座 亀山市からの寄附により設置 平成23年6月～29年5月 

伊賀地域医療学講座 伊賀市・名張市からの寄附により設置 平成24年4月～28年3月 

津地域医療学講座 津市からの寄附により設置 平成24年9月～28年3月 

県南部地域医療学講座 三重県からの寄附により設置 平成26年1月～28年3月 

循環器内科地域連携学講座 医療法人永井病院（三重県津市）からの寄附により設置 平成26年2月～28年3月 

（出典：附属病院提供資料を基に作成） 
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○資料Ｂ-1-②-Ｖ 未来医療研究人材育成拠点形成事業 http://www.derfcm-mie-u.info/ 

 
                                                   （出典：附属病院作成資料） 

 

○資料Ｂ-1-②-Ｗ 環境情報科学館について 

http://www.gecer.mie-u.ac.jp/topics/42meipl.html         

  

（出典：広報用撮影写真） 
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○資料Ｂ-1-②-Ｘ 町屋海岸清掃活動について 

 

              （出典；本学ウェブサイトhttp://www.gecer.mie-u.ac.jp/student/local/clean.html） 

○資料Ｂ-1-②-Ｙ 近隣小学校児童への環境教育の取組み  

 
（出典；本学ウェブサイトhttp://www.gecer.mie-u.ac.jp/student/local/education.html） 

 

別添資料Ｂ-1-②-1 国立大学法人三重大学と三重県総合博物館との相互協力協定書 

別添資料Ｂ-1-②-2 三重大学社会連携研究センター社会連携研究室地域圏防災・減災研究センター内規 

別添資料Ｂ-1-②-3 三重県・三重大学 みえ防災・減災センター設置に関する協定書 

別添資料Ｂ-1-②-4 三重大学と三重県教育委員会との連携協力に関する協定書 

別添資料Ｂ-1-②-5 ユネスコスクール活動 
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【分析結果とその根拠理由】 

本学の社会貢献の目的の実現を目指し，中期目標に掲げる地域貢献に係る目標の達成に向けて,中期計画及び年

度計画に基づき,教育・研究・診療等それぞれの分野において，全学として地域貢献活動が実施されている。 

 以上のことから,計画に基づいた活動が適切に実施されていると判断する。 

 

観点Ｂ－１－③： 活動の実績及び活動への参加者等の満足度等から判断して、活動の成果が上がっているか。 

 

【観点に係る状況】 

本学は，前述（観点Ｂ-1-②）の通り，教育・研究・診療等それぞれの分野において，定められた計画に基づい

て適切に地域貢献活動を行っており，具体的な実績，各種アンケート結果及び成果等については以下の通りであ

る。 

 

Ⅰ 社会との連携・社会貢献分野 

 

１．地域の知の支援活動等への取組みについて 

教員免許状更新講習の実施状況については，資料Ｂ-1-③-Ａに示しており，講習の内容，方法，成果に関

する事後評価アンケートを実施し，次年度への改善につなげている（資料Ｂ-1-③-Ｂ）。公開講座等につい

ては，各学部・研究科主催で毎年，さまざまなテーマを掲げて幅広い内容で実施されており（資料Ｂ-1-③-

Ｃ），代表的なものを資料Ｂ-1-③-Ｄ～Ｂ-1-③-Ｆに示す。 

前述（観点Ｂ-1-②）の理数系教員養成拠点構築事業では，本学と三重県教育委員会が連携し，理数系教

員養成のための支援拠点の構築，プログラム開発・実施，研修会等を実施しており（資料Ｂ-1-③-Ｇ，資料

Ｂ-1-③-Ｈ），アンケート結果においても肯定的な評価を得ている（資料Ｂ-1-③-Ｉ）。 

 

２．地域への知的情報の提供への取組みについて 

   附属図書館では，毎年，附属図書館概要を発行し，図書館の利用状況等を明らかにしており（前掲資料Ｂ

-1-②-Ｆ），学外者の利用状況については，資料Ｂ-1-③-Ｊに示す通りである。 

 

３．地域の防災等に関する研究及び支援の取組みについて 

   前述（観点Ｂ-1-②）の通り，本学は，三重県地域で発生する自然災害に備え，地域圏の防災・減災活動の

取組みの充実化や，地域の防災・減災活動を率先して行う人財の育成を行っており，取組み実績については，

資料Ｂ-1-③-Ｋ，Ｂ-1-③-Ｌの通りである。また，修了者へのアンケート結果において，90％以上の修了生

から肯定的な評価が得られている（Ｂ-1-③-Ｍ）。 

 

Ⅱ 教育分野 

 

１．地域の教育活動等への取組みについて 

本学では，前述（観点Ｂ-1-②）の通り，高大連携事業として，サマーセミナー，東紀州講座，高校生向

け公開授業などを開設しており，スーパーサイエンス･ハイスクールやサイエンス･パートナーシップ・プロ

グラムにも積極的に協力している。これらの取組み状況・活動実績及び参加者等については，資料Ｂ-1-③-

Ｎ～資料Ｂ-1-③-Ｓに示す。 
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Ⅲ 研究分野 

 

１．地域の研究活動等への取組みについて 

   地域戦略センターでは，三重県や各種団体等への政策提言や地域産業の活性化を図るため，平成23年度よ

り，「地域活性化プランスタートアップ促進業務」や「ＭＩＥ起業道場」等を実施し，また，大学発シンク

タンクとして，地域振興，産業育成，環境政策，医療福祉政策などの幅広い戦略の立案を行い，百五銀行，

百五経済研究所，野村證券，三重TLO と連携し，地域の自治体に対しての総合的な政策提言や，産業育成・

活性化のための企画を行っている。これらの取組により，地域戦略センターでは，地方自治体，民間企業等

より多くの事業を受託している（資料Ｂ-1-③-Ｔ）。 

また，地域イノベーション学研究科では，平成 24 年度に本研究科社会人学生が，地域発のイノベーティ

ブ製品である「浸漬型膜分離装置（高性能浄化装置）」を開発した（資料Ｂ-1-③-Ｕ）。 

 

Ⅳ 診療分野 

 

１．医療活動を通した地域貢献の取組みについて 

本学は，救命救急医療体制の充実化を図り，三重県の救急医療の中心的役割を担っており，三重県から補

助金を受け入れ，救命救急にかかる事業を行っている（資料Ｂ-1-③-Ｖ）。また，平成24年２月より運用を

開始したドクターヘリは，運航開始以来出動回数が増加しており，地域の要請に確実に応えている（前掲資

料Ｂ-1-②-Ｔ）。 

   平成25年度には，文部科学省の「未来医療研究人材育成拠点形成事業」で「三重地域総合診療網の全国・

世界発信」が採択され，５年間（平成 25～29 年度）で３億円規模の事業を行うことを計画している（前掲

資料Ｂ-1-②-Ｖ）。 

 

Ⅴ 環境分野 

１．環境を通じた地域貢献の取組みについて 

（1）本学が平成21年度に加盟したユネスコスクールは，現在，本学の他に県内15の小中高校が加盟しており，

今後さらに増加するよう積極的に支援している。また，平成 23 年度より毎年，三重大学ユネスコスクー

ル研修会/シンポジウムを行っている（前掲別添資料Ｂ-1-②-5）。さらに，平成 26 年 11 月に愛知・名古

屋で開催される「持続発展教育(ESD)に関するユネスコ世界会議」のパートナーシップ事業として，「ESD in 

三重2014」 の開催に向けた準備を行っている（資料Ｂ-1-③-Ｗ）。 

   環境・情報科学館では，年間を通して会議・シンポジウム等を積極的に開催している（資料Ｂ-1-③-Ｘ）。 

（2）本学に隣接している町屋海岸において，環境ISO学生委員会が中心となり，地域住民とともに，海岸美化

活動を行っている（前掲資料Ｂ-1-②-Ｘ）。また，近隣の小学校の児童を対象にした環境教育にも積極的

に取組んでいる（前掲資料Ｂ-1-②-Ｙ）。 
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○資料Ｂ-1-③-Ａ 教員免許状更新講習実績 

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 

●必修講習8回，選択講習

108講習を開設（5～12月） 

●受講者数 

 必修：763名 

 選択：2,082名 

●必修講習8回，選択講習

110講習を開設（7～11月）

●受講者数 

 必修：776名 

 選択：2,598名 

●必修講習8回，選択講習

116講習を開設（7～11月）

●受講者数 

 必修：787名 

 選択：2,888名 

●必修講習8回，選択講習

129講習を開設（5～11月） 

●受講者数 

 必修：779名 

 選択：2,693名 

●必修講習 8 回，選択講習

113講習を開設（6～10月）

●受講者数 

 必修：776名 

 選択：2,319名 

（出典：教務チーム提供資料を基に作成） 

 

○資料Ｂ-1-③-Ｂ 教員免許状更新講習アンケート結果 

 

                                               （出典：教務チーム作成資料） 
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○資料Ｂ-1-③-Ｃ 平成25年度公開講座等実施実績 

年度 総参加者数 総実施件数 実績一覧表（下記URL） 

平成25年度 14,337名 145件 http://www.mie-u.ac.jp/neighborhood/pdf/h25koukaikoujisseki.pdf 

（出典：本学ウェブサイトを基に作成） 

○資料Ｂ-1-③-Ｄ 人文学部：三重大学伊賀連携フィールド事業 

上野商工会議所及び伊賀市の連携により「三重大学伊賀連携フィールド」を開設し，シンポジウムや市民講座の開催及び中心市街地活性化のため

の取組みを行うなど，伊賀地域の地域振興・生涯学習の充実・発展に貢献している。人文社会学研究科の「三重の文化と社会」は地域でのフィール

ドワーク実践を重視した授業科目で，その成果を現地報告会で発表するとともに，地域交流誌『TRIO』にも掲載し，地域への情報発信を行っている。

実施事業（平成24年度） 参加人数等 

１．伊賀連携フィールド開設記念講演会＆シンポジウム－「忍者」を活かした観光・まちづくり－（平成24年10月5日） 143名

２．市民講座「忍者・忍術学講座：忍者とは何か」（開催回数：６回） 401名

３．伊賀忍者古文書講座（開催回数：６回） 
受講定員20名・

事前申込み制

３．留学生異文化体験企画（平成24年9月13日） 
留学生7名

日本人学生2名

４．留学生宿泊型文化体験企画（平成25年2月10日） 
留学生22名

日本人学生6名

５．地域活性化事業「伊賀のまちづくり・地域活性化」学生アンケート調査（平成24年9月10日） 23名

６．伊賀連携フィールドを利用した日本文化体験学習 8名

７．公開トークイベント「史実の魅力，小説の魅力 －忍者小説の新たな地平」（平成25年3月20日） 260名

（出典：本学ウェブサイトを基に作成）

※三重大学伊賀連携フィールドの活動は平成25年度分も含め以下のページで公開 

 http://www.human.mie-u.ac.jp/chiiki/iga/ 

※地域交流誌『TRIO』  http://www.human.mie-u.ac.jp/chiiki/trio/index.html 

 

○資料Ｂ-1-③-Ｅ 工学研究科：夏休みものづくり・体験セミナー 

      http://www.tech.eng.mie-u.ac.jp/local/local-top/seminar5.html 

工学研究科内の技術部が主催（津市教育委員会後援）し，主に中学1～3年生対象とした夏休みものづくり・体験セミナーを実施した。（募集人員

30名程度） 

・第５回夏休みものづくり・体験セミナー（平成25年度） 

開催日 テーマ 参加人数 

8月6日（火） LEDを使った光るオブジェを作ろう！ 10

8月21日（水） 液晶ってなんだろう？ 5

8月21日（水） 最先端の電子顕微鏡に触れてみよう！ 3

8月22日（木） オリジナルプレートを作ってプログラム制御と機械加工を体験しよう！ 5

8月22日（木） 材料試験を体験しよう 4

                                                               （出典：本学ウェブサイトを基に作成） 

○資料Ｂ-1-③-Ｆ 生物資源学部：特別ワークショップ「伊勢湾・三河湾スナメリ観察クルーズ」（鳥羽商船高等専門学校とも連携し実施） 

鳥羽水族館がスナメリ飼育50周年を記念して企画されたもので，5月11日（土），12日（日）に実施。200名ほどの応募の中から選ばれた総

勢16名の一般市民が参加した。 

http://www.mie-u.ac.jp/topics/kohoblog/2013/05/post-592.html 
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○資料Ｂ-1-③-Ｇ 三重CST養成プログラム実施実績                 

 平成24年度 平成25年度 

実施回数 17（24年度後期より実施） 40（前期：21，後期：19） 

参加者数（※延べ人数） 204（24年度後期より実施） 527（前期：301，後期：226） 

（出典：教務チーム提供資料を基に作成） 

 

○資料Ｂ-1-③-Ｈ 三重CST養成プログラム例（平成25年度前期） 

開催日 プログラム テーマ 

4月27日 理科教材開発 1回目 ものの溶け方と質量保存 

理科教材開発 2回目 動物の体のつくり ―人体模型の活用―  

5月25日 理科教材開発 3回目 春の植物観察に関する教材開発 

理科教材開発 4回目 メダカの発生 

6月1日 理科教材開発 5回目 植物の体のつくりと働き―呼吸と光合成の実験法及び導管の観察― 

理科教材開発 6回目 岩石・化石の観察法 

6月22日 理科室の運営と活用（Ⅱ種） 理科室運営・活用の基礎 

6月29日 理科教材開発 7回目 物理実験におけるICT機器の活用 

生活の中の科学 1回目 味覚の科学 

7月6日 理科教材開発 8回目 電気と磁石 

理科教材開発 9回目 天文分野におけるアナログ・デジタル・ＩＣＴ活用例 

9月21日 中間報告会 

（出典：教務チーム提供資料を基に作成） 

 

○資料Ｂ-1-③-Ｉ 事業アンケート結果の一例（第１回三重CSTシンポジウムアンケート） 

http://cst.pj.mie-u.ac.jp/upload/20140227-140129.pdf（アンケート結果一覧） 

 所属 本日の感想 ご意見，ご要望 

1 小学校教員 さまざまなポスターを見ることができ，そこから実践例や応用例を知る

ことができた。今後の授業に役立てていきたい。 また，ＣＳＴの活動

について改めて考えることができ，その中で解決すべき課題を見出すこ

とができた。 

ＣＳＴ養成プログラムを受講する中で，視野が広がっ

ているのを感じています。プログラム内容はとても興

味深く，学んだ内容を小学校の教育にどう活用してい

くか，どう応用できるか，考えることが楽しく，実際

に活用し，手応えを感じています。また，学んだこと

を他の教員の方に広めて，「助かったわ。」「子どもが喜

んでいた。」などの声を聞くこともでき，理科授業の支

援をすることもできています。 

2 〃 今までの学びについて，多方面の方々に知っていただけたことに感謝し

ます。自分，そして共に学んだ方たちも，色々と迷いながら今日まで来

ましたが，学んできたことが活きることを確認することができたと思い

ます。このように交流する場は大切であると思いました。 

内容がかぶるものが多数あるように思います。チーム

にまとめる，テーマごとに分担する等の分担をした方

が，もっとより効果的なシンポジウムになるのではな

いかと感じました。準備物は事前に詳しく指示してい

ただけるとありがたく思います。 

3 中学校教員 今日のシンポジウムを節目として，ＣＳＴに向けた取り組みをさらにが

んばっていこうと思いました。ポスター発表では，様々な意見を頂き，

自分の次の課題も見えてきました。 

ＣＳＴの認定後も，スキルアップのための場を作って

いただきたいです。 

4 〃 今後の活動方向が少し見えてきた気がした。日々の授業をわくにはめず，

いろいろな方法でこれからも教材研究していきたいと思いました。 

ポスターの内容，今日の内容，動きを事前に知り，分

担していくと内容がまとまり充実すると思いました。
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5 〃 発表も多い切り口で非常に参考になりました。ＩＣＴ機器の充実が進む

中，真の部分として，実物重視の支援としてＩＣＴ活用という面で，今

回学んだことを実践していきたいです。今回の発表者としてパワーポイ

ントは作りました。しかし，作らなくていいとのことでやめました。評

価していただいた方のご指摘の通りだと思いました。 

・役割分担で効率よく配置するといいです。 

・まだ第一歩ということで仕方ないこともありますが，

それぞれのブースにも説明をする教員配置をした方が

いいと思います。 

6 大学教職員 貴重な機会に参加させていただき，ありがとうございました。とてもバ

ランスのよいシンポジウムであったと感じます。受講生による発表や，

ここまでの道のりの大変さだけが語られるというのではなく，全体像の

説明，それらが可能になった経緯，立場の異なる方々からのそれぞれの

思いや学びetc…特に，普段あまりお聞きする機会のない，各市町の規模

に合わせた教委独自の動き方，進め方，広げ方を模索されているという

現状を知ることができたのが，個人的には発見でした。子どもたちの学

びを支え，ひらき，ゆたかにしていくのに，当の先生方自身が同僚や同

志とともに学ぶ楽しさや，新たに出会う，出会い直す刺激，歓びを手に

されていることが，（数人の先生方もおっしゃっていましたが）子どもた

ちにダイレクトに伝わりつながっていくことであるのだなぁと改めて考

えさせられました。 

理科が専門でもなく，得意でもない立場からですが…

理科好きな子どもを育てたい，理科離れをなくしたい，

という目的にとどまらず，小・中いずれにおいても，

理科に強い“ＣＳＴ”（教員）が各校にいることで，他

教科への影響や接続，連携についても気になります。

（だいぶ先の課題かとは思います）理科だけで，“理科

につよい子ども”が育つのではなく，様々な教科や世

界との連関で，全体で育まれていくといいな…と思い

ます。他教科とのコラボや，ＣＳＴの企画する専門性

を活かした総合的なプログラムなどができていったら

すてきだなぁと期待しております。本当にありがとう

ございました。 

7 〃 先生方の発表で，ＣＳＴ事業が活きていることがよく理解できた。 先生方とのネットワークはできかけていることは感じ

られた。教育学部の学生と先生との交流は強化が必要

と感じられた。 

8 〃 大学として事業展開に取り組んでおられると感じました。またシンポジ

ウムもそれぞれの立場からの報告があり，工夫あるプログラムが構成さ

れていると感じました。ポスター・ワークショップ発表の場面は，ＣＳ

Ｔ中心の運営がなされるとさらに充実するのではないかと思いました。

養成したＣＳＴに対するフォローアップ，活用場面の

設定等，さらに検討をすすめていく必要があると思い

ました。関係教育員会職員，所属校長の参加（シンポ

ジウム等への）をさらに呼びかけていく必要があると

感じました。ＣＳＴには，多様な授業展開技術をさら

に身につけるとともに，他へ還元する伝える力（プレ

ゼンテーション力）を身につけてほしいと願います。

9 その他（企

業 ） 

今日に至るまでの企画，立案，運営，今後の課題について，非常に分か

りやすい内容で，大変勉強になりました。発表者，報告者，助言者の熱

意がすごく伝わってきました。 

今後，ＣＳＴがより認知されていくよう，企業として

も発信できるよう取り組んでいきたいと思います。 

10 その他 ・ＣＳＴの受講者，教員，教育委員会が一同に会す場は，大切だと思い

ます。・このような場で，情報交換を行うことで，縦・横のネットワーク

ができ，ＣＳＴ事業がより盛り上がっていくことを期待します。 

県内の理科の先生全員が参加できるといいイベントに

なると思います。 

  （出典：本学ウェブサイトを基に作成） 

 

○前掲資料Ｂ-1-②-Ｆ 三重大学附属図書館概要（2013） 

http://www.lib.mie-u.ac.jp/about_library/outline/outline2013.pdf 

                                                       

○資料Ｂ-1-③-Ｊ 

・附属図書館学外者利用状況 

 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 

登録者数  567 534 489 297 440

入館者数 12,879 11,228 11,505 5,237 6,494

貸出冊数 3,467 3,411 3,412 2,111 2,846

                                         （出典：附属図書館概要（2013）を基に作成）
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○資料Ｂ-1-③-Ｋ 地域防災に係る主な取組状況 

事業等名 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 

みえ防災コーディネ

ーター育成講座 

●7/11-11/28（全13回）

で32講座を実施 

●認定者数：67名 

 

●7/3-11/13（全 13 回）で

32講座を実施 

●認定者数：169名 

●6/24-11/11（全13回）で

32講座を実施 

●認定者数：81名 

●7/28-12/5（全 13 回）で

32講座を実施 

●認定者数：53名 

●25年度は女性限定で実施

その他防災研修事業  ●みえ防災コーディネータ

ーフォローアップ研修を実

施（県内各地で2回実施）

●自主防災組織リーダー研

修を実施（津，伊勢の2地区

で実施） 

●みえ防災コーディネータ

ースキルアップ研修を実施

（応急手当普及員講座，ファ

シリテーター養成講座，防災

トーク能力向上講座 等）

（津，伊勢，名張地区で実施） 

●自主防災組織リーダー研

修（県内9地区で実施） 

●みえ防災コーディネータ

ースキルアップ研修を実施

（津，松阪・伊勢，尾鷲・熊

野地域で実施） 

●女性を中心とした自主リ

ーダー人材育成講座（津，松

阪・伊勢，尾鷲・熊野地域で

実施） 

（出典：地域圏防災・減災研究センター提供資料を基に作成） 

 

○資料Ｂ-1-③-Ｌ  三重さきもり塾卒塾者数（現：みえ防災塾） 

 H22年度 

(第1期) 

H23年度 

(第2期) 

H24年度 

(第3期) 

H25年度 

(第4期) 

さきもり入門コース  46名 48名 48名 40名 

さきもりコース（特別課程） 17名 12名 14名 12名 

計 63名 60名 62名 52名 

（出典：地域圏防災・減災研究センター提供資料を基に作成） 

 

○資料Ｂ-1-③-Ｍ 三重さきもり塾卒塾者へのアンケート結果 

   

（出典：地域圏防災・減災研究センター作成資料） 

 

○資料Ｂ-1-③-Ｎ 平成25年度高大連携サマーセミナー（7月23日（火）～8月13日（火）） 

開催日 テーマ 参加人数 実施部局 

8月6日 日本の社会保障を考える 21 人文学部 

8月9日 歌舞伎 16 人文学部 

8月13日 日本書誌学 22 人文学部 

7月24日 二枚貝の進化と多様性を考える 9 教育学部 

7月25～27日 天体画像解析入門 37 教育学部 

7月30日 表現を生かした教育の展開 54 教育学部 
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7月23日，30日，8月6日 
「シミュレーションを用いた体験型医学医療教育－生理，解剖

から，最新外科手術まで」 
119 医学系研究科 

7月29日，31日，8月1日

または7，8日 
口腔がんに対する遺伝子治療の基礎研究 14 医学系研究科 

8月5，6日 骨と関節の構造と働き 24 医学系研究科 

7月24～26日 簡易ロボットの仕組みと動かし方 15 工学研究科 

8月6日 生物や無生物が発生する音を分析する 15 生物資源学研究科 

（出典：高等教育創造開発センター提供資料を基に作成） 

 

○資料Ｂ-1-③-Ｏ 平成25年度高大連携サマーセミナーアンケート結果 

 

 （出典：高等教育創造開発センター作成資料） 

 

○資料Ｂ-1-③-Ｐ 東紀州講座実施実績 

開催日 開催校 テーマ 参加人数 担当部局 

6月15日 尾鷲高校 臨床医学者への道：A Roadmap to Physician-Scientists 36 医学部 

7月6日 木本高校 江戸時代の旅文化と熊野古道 43 人文学部 

7月20日 尾鷲高校 古代紀伊国と伊勢湾・熊野灘 38 人文学部 

7月27日 木本高校 過疎問題と地域の活性化 29 人文学部 

7月31日 尾鷲高校 化学とサステイナビリティ 43 工学研究科 

8月1日 木本高校 巨大地震・津波災害に備える 64 工学研究科 

8月5日 尾鷲高校 ＤＮＡと生命科学，がんとは？iPS細胞とは？ 53 医学系研究科 

8月6日 木本高校 環境にクリーンな技術の研究開発の紹介 43 工学研究科 

 （出典：高等教育創造開発センター提供資料を基に作成） 
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○資料Ｂ-1-③-Ｑ 東紀州講座アンケート結果 

 

 

（出典：高等教育創造開発センター作成資料） 

 

○資料Ｂ-1-③-Ｒ 平成25年度スーパーサイエンス･ハイスクール実施実績 

高等学校名 開催日 内容 参加人数 担当部局 

津高等学校 

7月30日 スーパーサイエンス探求活動Ⅰ 6 生物資源学研究科 

8月1日 スーパーサイエンス探求活動Ⅰ 12 医学系研究科 

8月8日 スーパーサイエンス探求活動Ⅰ 5 工学研究科 

5月13日 スーパーサイエンス研究活動 生命科学１ 8 医学系研究科 

5月20日 スーパーサイエンス研究活動 生命科学２ 8 医学系研究科 

5月29日 スーパーサイエンス研究活動 生命科学３ 8 医学系研究科 

6月13日 スーパーサイエンス研究活動 生命科学４ 8 医学系研究科 

6月24日 スーパーサイエンス研究活動 生命科学５ 8 医学系研究科 

伊勢高等学校 

5月22日 
講義「効果的なプレゼンテーション～ポスター

発表について」 
104 教育学部 

6月8日 大学研究室訪問・講義+実習 24 工学研究科 

6月16日 大学研究室訪問・講義+実習 22 教育学部 

6月16日 大学研究室訪問・講義+実習 21 医学系研究科 

7月5日 第１回地域の諸問題に関する特別講義・講義 25 人文学部 

7月5日 第１回地域の諸問題に関する特別講義・講義 97 教育学部 
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7月5日 第１回地域の諸問題に関する特別講義・講義 35 医学系研究科 

7月5日 第１回地域の諸問題に関する特別講義・講義 47 生物資源学研究科 

7月5日 音楽系クラブ特別指導 40 教育学部 

7月5日 SSC数学部門特別指導 15 教育学部 

7月13日 大学研究室訪問・講義+実習 25 生物資源学研究科 

7月28日～7月29日 「勢水丸」乗船研修・講義+実習 32 生物資源学研究科 

8月5日 「中央構造線」フィールドワーク・講義+実習 20 生物資源学研究科 

12月14日 大学研究室訪問・講義+実習 4 人文学部 

12月6日 第２回地域の諸問題に関する特別講義・講義 29 教育学部 

12月6日 第２回地域の諸問題に関する特別講義・講義 22 医学系研究科 

12月6日 第２回地域の諸問題に関する特別講義・講義 20 工学研究科 

12月6日 第２回地域の諸問題に関する特別講義・講義 7 生物資源学研究科 

3月7日 第３回地域の諸問題に関する特別講義・講義 25 教育学部 

3月7日 第３回地域の諸問題に関する特別講義・講義 16 医学系研究科 

3月7日 第３回地域の諸問題に関する特別講義・講義 11 工学研究科 

3月7日 第３回地域の諸問題に関する特別講義・講義 17 生物資源学研究科 

通年 「課題研究」の指導 83 全学部研究科 

（出典：高等教育創造開発センター提供資料を基に作成） 

 

○資料Ｂ-1-③-Ｓ 平成25年度サイエンス･パートナーシップ・プロジェクト 

高等学校名 開催日 内容 参加人数 担当部局 

津西高等学校 

7月5日 太陽電池について（事前学習） 25 

工学研究科 

7月12日 燃料電池について（事前学習） 25 

8月2日 
太陽電池について（三重大学にて実習） 

13 

8月6日 12 

8月6日 燃料電池について（三重大学にて実習） 25 

8月7日 風力発電について（三重大学にて実習） 14 

9月26日 太陽電池について（事後学習） 25 

9月26日 燃料電池について（事後学習） 25 

12月16日 
太陽電池について（学習発表会） 24 

太陽電池について（学習発表会） 25 

（出典：高等教育創造開発センター提供資料を基に作成） 

 

○資料Ｂ-1-③-Ｔ 地域戦略センターが受託した事業の相手別件数・金額について 

 平成23年度 平成24年度 平成25年度 

地方自治体等 7件 10 件 9 件 

民間企業等 3件 2件 3件 

計 10 件 12 件 12 件 

受託額 51,600 千円 52,180 千円 47,877千円 

（出典：地域戦略センター提供資料を基に作成） 
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○資料Ｂ-1-③-Ｕ 地域イノベーション学研究科社会人学生が研究開発した製品 

 

             （出典：地域イノベーション学研究科作成資料） 

 

○資料Ｂ-1-③-Ｖ 救命救急関係補助金受入実績                     （単位：千円） 

補助事業名等 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 

医療提供体制推進事業

補助金 

救命救急センター運営事業 69,530 78,431 74,494 63,628

ドクターヘリ運航事業 38,223 211,765 211,765

受入困難事案患者受入医療機関支

援事業 
3,551 3,186 2,911

救命救急センター設備

事業補助金 

 
92,400  

（出典：附属病院提供資料を基に作成） 

 

○資料Ｂ-1-③-Ｗ  ESD in 三重2014  http://www.gecer.mie-u.ac.jp/student/local/clean.html 
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○資料Ｂ-1-③- Ｘ 環境・情報科学館におけるイベント・会議等の開催状況（平成25年度） 

開催日 イベント・会議名称等 実施内容等 

6月6日（木） 「グリーンカーテン」の設置運動 夏場の暑い時期の省エネ対策として，太陽光遮断による冷却効果を狙って，ゴーヤによ

る「グリーンカーテン」の設置運動を実施した。「世界一の環境先進大学」を目指すクー

ル・アクションの一環として実施。 

6月19日（水） 平成25年度省エネ及び環境マネジ

メント研修会 

クール・アクション活動を教職員一同と取り組むために，節電の必要性と蒸し暑い夏を

快適に過ごすためのワークスタイルの変革について研修が行われた。 

6月21日（金），

6月24日（月） 

第1回・第2回環境学習 北立誠小学校の学生に，「3R（Reduce, Reuse, Recycle）」をテーマに環境学習を実施。 

7月5日（金） 「七夕ECOナイト～消してMIEる

エコな光～」 

学生・教職員・地域の方々と節電について考えるイベントとして，キャンドルナイトを

実施。 

9月4日（水） 「環境報告書2013 環境座談会」 「三重大学環境報告書2013」の作成に伴い開催。25年度は，「スマートキャンパス／ス

マートコミュニティの創出」について，学内外の有識者を交えて座談会を実施。 

9月5日（木），9

月6日（金） 

第3回・第4回環境学習 北立誠小学校の学生に，「自然エネルギー」をテーマに環境学習を実施。 

2月12日（水）

～2月28日（金） 

特別展示「志摩の海女資料展」 海女文化が全国で初めて県の文化財に指定されたことに伴い（三重県無形民俗文化財），

本学と友好協力協定を結んでいる海の博物館，志摩市歴史民俗資料館及び川口祐二（三

重大学客員教授）氏の全面的な協力を得て開催。 

2月15日（土） 三重大学ユネスコスクール研修会

／シンポジウム2013 

県内ユネスコスクール加盟の学校の代表者による事例報告や三重大学ユネスコスクール

学生委員会・国際交流センター留学生による活動報告が行われ，ESD（持続可能な開発の

ための教育）の発展を考えるシンポジウムとして実施された。 

3月15日（土） 平成25年度エネルギー環境教育成

果発表会 

本学と中部電力株式会社が協働で事業として行っており，平成19年度より毎年成果発表

会を行っている。中部電力から，エネルギー供給者としての取組みや次世代へのエネル

ギー環境教育への期待が述べられ，本学からは，「大学生及び地域の環境リーダーを対象

としたエネルギー環境教育」の成果報告等がされた。 

（出典：本学ウェブサイトを基に作成） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

シンポジウムや研修会等各種事業においては学内外から多くの参加者数の実績があり，例えば，三重さきもり

塾，高大連携サマーセミナー，東紀州講座などアンケートにおいても参加者から肯定的な評価が得られているこ

とが確認できる。 

以上のことから，活動の実績及び活動への参加者等の満足度等から判断して，活動の成果は上がっていると判

断する。 

 

観点Ｂ－１－④： 改善のための取組が行われているか。 

 

【観点に係る状況】 

 高大連携事業等の実施状況については，高等教育創造開発センターの７部門（平成25年度末時点）の部門長が

集まる部門長会議や，高大連携推進専門委員会において報告され，次年度への改善策等が検討されている。具体

的には，高大連携をさらに充実・発展させるために，三重県内の遠隔地等の高校が本学の授業への参加を可能と

する取組みとして，新たに本学と当該高校をリアルタイムでつなぐ遠隔授業の仕組みを検討している。 

さらに，公開講座については，教育を担当する理事をトップとする全学的な組織として公開講座実施委員会を

組織し，公開講座全般にかかる企画・運営・検証を行っている（年２回開催）（別添資料Ｂ-1-④-1）。 

これら公開講座，高大連携事業等の実施状況は，教務委員会（現：教育会議）にも報告され，当会議の指摘事
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項等についても次年度への改善につなげている（別添資料Ｂ-1-④-2）。 

また，平成26年度には，高等教育創造開発センター内に地域人財教育部門を新設し，「地域志向の教育・研究」

をさらに発展させる試みをスタートさせた（資料Ｂ-1-④-Ａ）。 

 地域戦略センターでは，学長を議長とする地域戦略センター幹部会議で活動方針等の大局的な事項が決定され，

具体的な活動内容については，地域戦略センター連絡調整会議で取り決めている。地域戦略センター連絡調整会

議において，地域戦略センターの活動にかかる実績の報告及び以後の改善策等が議論され，地域戦略センター幹

部会議に報告される体制をとっている。いずれの会議も2か月に1度のペースで実施しており，本学の担当理事・

副学長をはじめとする本学担当者に加え，三重県，野村證券，百五銀行などの学外有識者で構成されている（資

料Ｂ-1-④-Ｂ）。 

また，今後の取組みとして，教育・研究を担当する５学部・６ 研究科と本センターを有効に連動させることで，

「地域再生・活性化の核となる大学」としての機能をさらに強化することを目指す。 

 各学部等においては，公開講座，出前授業等の実施にあたり，各学部内に企画会議や委員会等が置かれ，毎年

検証・改善を行いつつ次年度の活動につなげている。 

 

○資料Ｂ-1-④-Ａ 高等教育創造開発センター組織図（平成26年４月１日現在） 

高等教育創造開発センター

・教育方法・プロ

グラムの開発

・FD

・学習支援・教育
支援のための
CMS構築
・教育データベー
スの設計・構築

・教育達成度評

価方法の開発と

推進

・成績評価法の

開発と検証

・初年次教育科
目の開発、推進
及び支援
・教職に関する科
目の開発、推進
及び支援 等

・公開講座、公開

授業、科目等履

修生等の大学開

放開放事業の展

開

・高大連携の推

進

・各種社会連携

教育の開発と推

進、そのための

教育リソースの

開発

・地域志向科目
の企画及び実施
・地域人財教育
のための職員の
能力開発
・その他地域と連
携した地域人財
教育

教育開発部門
教育情報シス

テム部門
教育評価部門 教育連携部門全学教育部門 入試広報部門

入学者選抜方

法研究部門

地域人財教育

部門

・アドミッションポ
リシーに沿った入
試広報活動の企
画・実施

・入学者選抜方
法に関わる調査
・アドミッションポ
リシーに沿った入
学者選抜方法の
研究

 

（出典：高等教育創造開発センター提供資料を基に作成） 

○資料Ｂ-1-④-Ｂ 地域戦略センター 概要・組織  http://rasc-mie.jp/organization 

 

○別添資料Ｂ-1-④-1 平成25年度公開講座実施委員会事項書（第１回，第２回） 

○別添資料Ｂ-1-④-2 平成25年度教務委員会（現：教育会議）報告事項 

 

【分析結果とその根拠理由】 

 高大連携事業や公開講座等については，高等教育創造開発センター部門長会議，高大連携推進専門委員会，公

開講座実施委員会，教育会議（旧：教務委員会）等において，各事業に関する企画，検証，報告等が行われてい

る。地域戦略センターの活動については，地域戦略センター幹部会議や地域戦略センター連絡調整会議において，

方針等の決定，各事業の検証・報告が行われている。 
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また，各学部等においても，各学部内に企画会議や委員会等が置かれ，各学部の事業について検証が行われて

いる。 

 以上のことから，大学の地域貢献活動に関する改善のための取組が行われていると判断する。 

 

（２）目的の達成状況の判断 

 本学の「基本的な目標，基本理念及び社会貢献に関する目的」の実現に向けて，教育・研究・診療等それぞれ

の分野で，定められた計画に基づいて適切に地域貢献活動が行われており，具体的な実績及び成果等が得られ，

さらに，各種事業にかかるアンケート調査において多くの参加者から肯定的な評価が得られている。また，組織

的な検証体制を整備している。 

以上のことから，目的の達成状況が良好であると判断する。 

 

（３）優れた点及び改善を要する点 

 

【優れた点】 

・高校生が自発的に大学で勉強できる機会を提供するために，サマーセミナー，東紀州講座，高校生向け公開授

業などの開設，県内高校によるスーパーサイエンス･ハイスクールやサイエンス･パートナーシップ・プロジェ

クトへの協力，オープンキャンパスや出前授業などの高大連携の取組を実施するとともに，地域の高校生が本

学の講義・演習･実験･実習に参加できる機会の提供を推進している。 

・平成24年度に，本学と三重県教育委員会が連携し，理数系教員養成プログラムの開発・実施や，地域の理科教

育における拠点の構築・活用などを通じて地域の理科教育において中核的な役割を担う教員を養成する事業と

して，科学技術振興機構より理数系教員養成拠点構築事業を受入れた。 

・平成26年２月に，三重県総合博物館との間で相互協力協定を締結し，三重の自然と歴史・文化などの地域資源

を活かし，文化振興と地域づくりに取組んでいる。 

・社会連携研究センター内に「地域圏防災・減災研究センター」を設置し，三重地域圏の産学官民連携による防

災・減災活動の連携による推進体制を強化した。また，平成26年４月には，地域防災に携わる人財の育成や研

究成果の創出などについて，三重県と共同で取り組む全国初の組織として，「三重県・三重大学 みえ防災・減

災センター」を設置した。 

・社会連携研究センター内に「地域戦略センター」を設置し，地方自治体と連携して地域が抱える産業育成，地

域振興，観光政策，環境政策等の諸問題に対する政策提言・提案等を行っており，大学が蓄積する知の活用に

よって地域が抱える課題の解決策を提供する総合シンクタンクの役割を果たすことを目指している。 

・大学全体として地域貢献活動の創造及び推進を目的に，平成20年度より，本学職員を代表者とする教育・研究

に基づく自主的な活動を「三重大学地域貢献活動」として毎年公募を行い，選定し，必要な経費を助成支援し

ている。 

・平成21年４月に，研究成果等の社会への還元を目的に，社会連携を大学院教育に取り入れた全国初の独立研究

科として「地域イノベーション学研究科」を設置し，地方産業界が求める即戦力型人財の育成に取り組んでい

る。平成24年度には本研究科社会人学生が，地域発のイノベーティブ製品である「浸漬型膜分離装置（高性能

浄化装置）」を開発するなど，地域発のイノベーションを創出する高度な研究成果が出ている。 

・平成24年２月に，ドクターヘリの運用を開始し，救急現場から迅速かつ高度な医療活動を行うことにより尊い

人命の救助につなげる等，地域の要請に応えている。 

・地域医療の支援について，実際の診療などを通じ，医療保健体制に関する教育・研究を行い，最適な地域医療
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体制の確立を目指すことを目的として，三重県各地域に地域医療学講座を設置している。さらに，平成25年度

には，文部科学省の「未来医療研究人材育成拠点形成事業」において「三重地域総合診療網の全国・世界発信」

が採択され（５年間３億円余），さらなる地域医療学講座の設置や地域医療活性化の基礎的教育研究システムの

構築を進めている。 

・平成24年度に，本学の自主財源で「環境・情報科学館」を整備し，本学教職員だけでなく地域住民に対し，環

境に関する取組や環境成果を分かりやすく展示し，環境を学べるコーナーや交流スペースを設け，地域との交

流・協働の場を提供している。また，当館において，環境団体や企業，自治体などと連携して環境教育・研究

等の情報発信を行っている。 

・全国の国立大学では数少ない「海に近い大学」として，海の環境を守るべく学生（環境ISO委員会）が中心と

なり，地域住民とともに，年５回，ゴミ拾いなどの海岸美化活動を行っている。また，当該活動と並んで，近

隣の小学校の児童を対象に，環境問題等について学習する機会を設け，環境に対する意識の向上を図っている。 

 

【改善を要する点】 

 特になし 
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Ⅳ 選択評価事項Ｃ 教育の国際化の状況 

 

１ 選択評価事項Ｃ 「教育の国際化の状況」に係る目的 

 

（１）基本的な目標及び国際化に関する目的 

 本学は,基本的な目標として「三重の力を世界へ：地域に根ざし，世界に誇れる独自性豊かな教育・研究成果を生み出す。～人と自

然の調和・共生の中で～」を掲げ，国際化の目的として「三重大学は，国際交流・国際協力の拡大と活性化を図るとともに国際的な

課題の解決に貢献できる人材を養成し，大学の国際化を目指す」と設定している。 

 

（２）法人における中期目標 

 本学の基本的な目標及び国際化の目的を達成すべく，中期目標において，国際化に関する目標として以下のとおり定めている。 

 

○中期目標（抜粋） 

 国際化に関する目標 

１（学内国際化） 

国際交流イベントなどによって，国際感覚が自然に身につきやすい学内の国際化を進める。 

２（外国人受入れと学生，教職員の派遣） 

   留学生，外国人研究者の受入れ体制及び学生，教職員の海外派遣制度を整備し，充実を図る。 

３（地域国際化支援） 

   地域の国際化・国際交流の発展を支援する。 

 

（３）国際戦略本部及び国際交流センター 

また,本学の国際交流・国際協力のさらなる拡大と活性化を図るため，「国際戦略本部」「国際交流センター」を整備し，「学生総合

支援センター」と連携しながら，それぞれ以下の目的に基づき，国際化に係る活動に取り組んでいる。 

   

【国際戦略本部】 

   本学の国際交流の基本方針を策定することを目的とする。 

【国際交流センター】 

 国際交流に関する基本方針に基づき，国際化推進事業及び国際教育・研究活動を通じて，国際的な課題の解決に貢献できる人

材を養成し，三重大学及び地域の国際化に寄与することを目的とする。 

【学生総合支援センター】 

 三重大学の学生の修学，就職及び生活等への支援体制を整備し，充実した学生生活の実現を図ることを目的とする。 



三重大学  

- 40 - 

２ 選択評価事項Ｃ「教育の国際化の状況」の自己評価 

 

（１）観点ごとの分析 

 

観点Ｃ－１－①： 大学の教育の国際化の目的に照らして、目的を達成するためにふさわしい計画や具体的方

針が定められているか。また、これらの目的と計画が広く公表されているか。 

 

【観点に係る状況】 

大学の国際化に関する目的を達成するため，中期目標において「国際化に関する目標」を設定し，この目標を

達成するための措置として６年間の中期計画を立て，事業年度毎の具体的活動内容を年度計画として策定してい

る。これらの目的，中期目標，中期計画，年度計画は，本学ウェブサイトに掲載し，広く公表している。（資料Ｃ

－１－①－Ａ，資料Ｃ－１－①－Ｂ） 

さらに，大学の国際化の目的を踏まえ，学長のリーダーシップの下に組織された国際戦略本部（本部長・国際

交流担当理事）が，大学の国際連携・国際的学術活動の方向性や国際化戦略を決定し，関連部署である国際交流

センター，留学生支援室などと協力して，国際領域での教育，研究，社会貢献に関する計画・方策を提示してい

る。（別添資料Ｃ－１－①－１） 

本学の国際的活動の実施主体となる国際交流センターでは，本学の国際化に係る目的を実現するため，①海外

語学研修，②国際教育コースの設置，③海外での国際理解研修，④国際インターンシッププログラム，⑤国際シ

ンポジウムの開催，⑥ダブルディグリープログラムの６つのプログラムを支援し，その内容を公表している。（資

料Ｃ－１－①－Ｃ） 

これらの本学の国際戦略，教育・研究の国際化の目的，実践的な取組は，「三重大学国際交流センター年報」や

本学広報誌に掲載するとともに，その内容をウェブサイト上で広く公開している。このほか，オープンキャンパ

スや入試説明会の機会を通して，多くの高校生，高校教員，保護者に国際化の目的等を周知している。（資料Ｃ－

１－①－Ｄ，別添資料Ｃ－１－①－２） 

 

資料Ｃ－１－①－Ａ：三重大学中期計画（抜粋） 

 

 （２）国際化に関する目標を達成するための措置 

（①学内国際化） 

１ インターネットを活用した遠隔授業等により海外大学等との国際交流活動を充実させる。 

２ 国際交流週間，外国人研究者による講演，多文化社会関係のシンポジウムなど三重大学の学生， 

教職員の国際感覚の涵養につながるイベントを推進する。 

（②外国人受入れと学生，教職員の派遣） 

１ 文書，ウェブの英語併記化や共用情報端末の多言語化など外国人留学生・研究者受入れの環境・ 

支援体制の整備を進め，受入れ数を増大させる。 

２ 学生の国際性の涵養を図るため，ダブルディグリープログラム，３大学ジョイントセミナー， 

海外インターンシッププログラムなどの学生の派遣・受入れプログラムを充実させる。また，名 

古屋大学と愛知教育大学等と連携してグローバル人材の育成に取り組む。 

３ 三重大学独自の教職員の海外派遣制度を整備し，教職員全体の国際性の涵養を図る。 
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（③地域国際化支援） 

１ それぞれの文化の特性を尊重しつつも全体として融合した優れた多文化社会の共創に向けて，多 

文化に関わる学内の研究成果を活用したシンポジウムや公開講座の開催を推進する。 

２ 地域の国際化・国際交流に資する留学生等による多文化交流プログラムを推進する。 

資料Ｃ－１－①－Ｂ：三重大学年度計画（抜粋） 

 

 （２）国際化に関する目標を達成するための措置 

（①学内国際化） 

１・ＪＩＣＡ等と連携してアジアパシフィック・アフリカ地域との交流を推進し，ＩＣＴを利 

用した海外との交流を充実するとともに，国際交流活動を検証し，改善策を策定する。 

２・学生，教職員の国際感覚涵養のため，国際交流週間及び国際シンポジウム等のイベント 

を更に充実するとともに，開催したイベントを検証し，改善策を策定する。 

（②外国人受入れと学生，教職員の派遣） 

１・学内文書及びウェブページの多言語化及び本学独自の奨学制度を活用し，外国人留学生・ 

研究者の受け入れ環境を更に充実する。 

２・本学独自の国際交流助成制度を活用して，派遣・受入プログラムの多様化を図り，充実 

するとともに「国立大学改革強化推進事業」により大学間連携を活用したグローバル人 

材の育成に取り組む。 

３・教職員の国際性の涵養を図るため，協定校との教職員の派遣・受入を推進するとともに， 

海外派遣制度を検証し，改善策を策定する。 

（③地域国際化支援） 

１・地域の国際化・国際交流を支援するため，各種国際交流団体と連携した日本語教育等の 

支援及び国際交流活動等を充実する。 

２・地域の国際化・国際交流を支援するため，教育機関等と連携した多文化交流プログラム 

に教員や留学生等を派遣するとともに，プログラムを検証し，改善策を策定する。 

 

資料Ｃ－１－①－Ａ：三重大学中期計画 

http://www.mie-u.ac.jp/disclosure/pdf/20130409_cyukikeikaku.pdf 

資料Ｃ－１－①－Ｂ：三重大学年度計画 

http://www.mie-u.ac.jp/disclosure/pdf/20130409_h25nendokeikaku.pdf 

資料Ｃ－１－①－Ｃ：グローバル人財を育成するための6つのプログラム 

http://www.cie.mie-u.ac.jp/about/history/index.html 

資料Ｃ－１－①－Ｄ：国際交流センター年報 

http://www.cie.mie-u.ac.jp/publications/post-198.html 

 

別添資料Ｃ－１－①－１：今後２年間の国際交流の方針 

別添資料Ｃ－１－①－２：国際交流（2013年度国立大学法人三重大学概要 ｐ19） 
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【分析結果とその根拠理由】 

 本学の基本的な目標及び国際化の目的を達成すべく，中期目標において「国際化に関する目標」が明確に示さ

れており，その目標を達成するための具体的な措置として，中期計画および年度計画が定められている。さらに，

大学の国際化の目的を踏まえ，国際戦略本部等において大学の国際連携・国際的学術活動の方向性や国際化戦略

を決定している。これらの国際化の方針は，本学広報誌やウェブサイト上で広く公表するとともに，オープンキ

ャンパスや入試説明会の機会を通して，多くの高校生，高校教員，保護者に周知されている。 

 以上のことから，大学の国際化の目的に照らして，目的を達成するためにふさわしい計画や具体的方針が定め

られているとともに，これらの目的と計画，具体的方針が適切に公表されていると判断する。 

 

観点Ｃ－１－②： 計画に基づいた活動が適切に実施されているか。 

 

【観点に係る状況】 

本学の中期目標に定められた“大学の国際化”に向けた方針は，その目標を達成するための中期計画，年度計

画のなかで具体化されている。中期目標では，「学内国際化」「外国人受入れと学生，教職員の派遣」「地域国際化

支援」を掲げ，これらの目標の達成に向けて，中期計画，年度計画に基づき，組織改革，教員能力の向上，数値

目標の設定，海外拠点形成，新規教育プログラムの開発，適切な評価に基づくPDCAサイクルの実践などに取り組

んでいる。 

 本学では，国際化推進組織として国際交流センターを設置し，また，学生支援を担当する学生総合支援センタ

ーが留学生への支援を行うとともに事務組織として留学生支援室を設置している（別添資料Ｃ－１－②―１，別

添資料Ｃ－１－②―２）。国際交流センターが海外大学との交流，国際化に関する国内機関・地域との連携を担当

し，留学生支援室が海外からの留学生及び海外へ派遣する学生への支援を担当している。分業化により，業務の

効率化が図られる一方で，大学としての国際化・留学生受入れの方針が不統一になることが危惧されたため，こ

れを回避するため，2013年４月に学長直轄の組織として「国際戦略本部」を設置した（別添資料Ｃ－１－②―３）。

さらに，国際交流センター内の部門を改組し，国際化推進部門と国際教育部門を設置した。国際化推進部門には，

JICAからの出向教員を採用しており，アジア・アフリカの開発途上国・新興国を重点地域として交流の促進を図

る体制を整備する計画を進めている。また，国際教育部門には，語学教育・異文化理解教育を担当する教員を重

点的に配置した（資料Ｃ－１－②－Ａ）。 
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  資料Ｃ－１－②－Ａ：三重大学国際交流組織図 

 

                 （出典：国際交流チーム作成資料） 

 

①「学内国際化」に係る取組 

中期目標の一つである「学内国際化」に向けては，外国人教員雇用拡大のための雇用経費支援，外国語ができ

る常勤職員の配置を行った。 

 授業改善による「学内国際化」への取組みとして，「英語で授業をする」をテーマにしたFD活動やＩＣＴを利

用した海外との遠隔授業の実施，後述の英語による国際教育科目の設置などを行っている（資料Ｃ－１－②－Ｂ）。

工学研究科では，国際化を推進する「国際教育科目」を設置するとともに「工学研究科国際シンポジウム」を開

催し，英語による研究成果発表を行わせる取組みを開始し，医学部医学科では専門教育科目での語学担当外国人

教員を雇用し，６年間を通じて実践的医学英語教育を行う体制を整備した。地域イノベーション学研究科では，

学生が英語で国際的な情報発信する場として「地域イノベーション学に関する国際ワークショップ」を実施して

おり，海外の大学教員を招待し，国際的な交流を行っている。 

また，毎年12月には，三重大学国際交流週間を実施し，学生，教職員の国際感覚の涵養につなげている（別添

資料Ｃ－１－②－４）。 

 

②「外国人受入れと学生，教職員の派遣」に係る取組 

第二の中期目標である「外国人受入れと学生，教職員の派遣」については，学術交流大学の拡充や3大学国際

ジョイントセミナー＆シンポジウムの実施（別添資料Ｃ－１－②－５），海外拠点「三重大学教育研究センター」

の開設などにより，教員・学生の派遣・受入基盤の整備を進めている（資料Ｃ－１－②－Ｃ）。また，海外からの

留学生受け入れ拡充に向けて，GPAによる単位の実質化，10月入学を実施している。 

学生派遣・受入のための具体的取組みとして，国際交流センターを中心に，資料Ｃ－１－②－Ｄのような学生

派遣・受入のためのプログラム（国際キャリアアッププログラム）を推進している。 
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資料Ｃ－１－②－Ｄ：国際キャリアアッププログラム 

 

（出典：2013年度国立大学法人三重大学概要）

また，学部・研究科においても大学の国際化の目的に基づき，それぞれの特色を活かした学生派遣・受入のた

めの独自のプログラムを実施している。 

さらに，国立大学改革強化推進事業として採択された三重大学，名古屋大学，愛知教育大学の3大学連携によ

る「アジアを中心とする国際人材育成と大学連携による国際化の加速度的推進」事業を活用し，留学生受入れ体

制の整備を進めている（別添資料Ｃ－１－②－６）。 

そのほか，JICA研修，JICE 21世紀東アジア青少年大交流計画等にも積極的に協力し，海外学生と本学学生と

の交流の場を創出している（別添資料Ｃ－１－②－７）。今後，本学では年間400人程度（短期滞在者も含む）ま

で海外からの留学生を増加させる計画であり，留学生宿舎の増築を計画し，2014年度年度着工を目指している。 

本学の教育活動については，ウェブサイトで，英語による教育研究内容の紹介，英文刊行物の公表を行ってい

る（資料Ｃ－１－②－Ｅ）。さらに外国人留学生に対しては，国際交流センターと学生総合支援センターとの連携

による本学独自の経済支援をはじめ，様々な支援活動を実施している（資料Ｃ－１－②－Ｆ）。 

資料Ｃ－１－②－Ｆ：留学生受入れの環境・支援体制 

事 項 取 組 内 容 

ビザ代理申請制度  留学生の在留資格認定証明書を留学生支援室が代理申請 

留学生ガイダンスの実施 

 

新渡日の留学生を対象として年2 回（4 月と10 月），資格外活動，在籍確認，

健康保険の加入等の日本での生活に重点をおき，国際交流チーム職員による

通訳を交えて実施 

留学生ガイドブックの作成 

 

留学生が学内・学外で知っておくべき学習・生活面のガイドブックを日本語，

英語，中国語で作成し留学生に配布 

留学生データベースの構築 留学生データベースを利用して，在籍確認，資格外活動の管理，VISA 更新の管

理，メールアドレスの管理，現住所と本国連絡先等を一元的に管理 
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機関保証制度  留学生が民間アパート等を借りる時に，大学が機関保証人となる 

留学生会の設立 留学生間及び大学との交流を促進することを目的に 7 グループから構成される

留学生会の設置。留学生支援室 と毎月1 回の情報交換会を開催 

留学生メールマガジンの配

信 

登録されたメールアドレス（携帯電話を含む）に定期的（月 1 回）に，大学か

ら重要な連絡事項を日本語と英語で配信 

留学生の生活サポート 

 

新渡日の学生の出迎え，住民登録，健康保険の加入等の各種手続きの支援 

日本人チューター制度 日本人学生（チューター）が新渡日の留学生に生活・日本語学習補助等を行う 

入学時の健康診断 入学願書の必要書類の中で健康診断書を不要とし，入学後に学内の健康診断を

受診することを徹底 

国際交流センターe-ラーニ

ングブース 

留学生及び日本人学生のための自習スペース。総合研究棟II に設置 

オフィスアワー制度 国際交流センター教員が，毎週時間をきめて留学生の相談を受ける制度 

本学独自の奨学金制度 

 

①「国際交流特別奨学生制度」：協定大学からの短期留学生を対象として，年間

20 名に月2万円の奨学金を支給 

②「外国人留学生助成金」，「タイ人留学生助成金」：本学の名誉教授からの寄附

金を基に優秀な留学生に対し奨学金を支給 

国際交流センターウェブサ

イトの充実 

入学案内，教育の参考資料，キャンパスライフ，国際交流関連ニュース，奨学

金等の情報を掲載（英語版・日本語版）。 

http://www.cie.mie-u.ac.jp/en/cier/prospective/ 

留学生宿舎の整備 

 

大学の自己資金により2008年度に新学生寄宿舎（84戸）を建設し，これまでに

収容定員149人の留学生宿舎を整備。 

http://www.cie.mie-u.ac.jp/life/housing/housing.html 

さらに外国人留学生，短期滞在留学生の生活環境の充実を図るため，借入金を

含めた自助努力により留学生宿舎（収容定員87人）の新設を進めており，日本

人学生もチューターとして入居させることで外国人留学生との共同生活の中で

異文化を学ぶ機会を設ける。 

日本人学生による日本語サ

ポート 

日本人のボランティア学生が授業の空きコマを利用して留学生の日本語学習の

ため日常会話の相手や，漢字の読み方や意味の指導を行う。 

留学生へのホストファミリ

ーの紹介 

「セカンド・ホーム」：津市を中心とする国際交流市民団体「ホームステイ・イ

ン津」の協力により1999年より続いているホストファミリー・プログラム。 

津市内の一般家庭に週末に宿泊することにより地域住民との交流を図る。 

短期間ホームステイ事業 「ゴールデンウイークホームステイ」：ゴールデンウイークに留学生が津市

内の一般家庭にホームステイをするプログラム。津市と津市国際交流協会と

の共催により実施している。 

私費外国人留学生優遇制度 

 

本学独自の取組みとして，海外の協定校から本学の修士課程・博士課程に入学

する優秀な留学生に対して入学金及び授業料の全学免除を実施 

日本語教育コースの設置 三重大学在学のすべての留学生がそのニーズと日本語能力に応じて受講するこ

とができる 
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 http://www.cie.mie-u.ac.jp/class/info/index.html 

留学生への就職支援 ○キャリアサポートセンターウェブサイト（留学生への求人情報） 

 http://www.mie-u.ac.jp/employment/students/post-2.html 

○国際交流センター「雇用・就職のための企業と留学生の交流会」 

 http://www.cie.mie-u.ac.jp/new/post-113.html 

○人文学部留学生セミナー 

 http://www.human.mie-u.ac.jp/event/post-15.html 
 

これらの留学生支援活動以外にも，私費外国人特別入試の実施，ダブルディグリー協定校を会場とした海外入

試の実施を通して本学への留学希望者への便宜をはかっている。また，学生総合支援センターのある総合研究棟

Ⅱには，保健管理センター及び留学生支援室が設置されており，これらの複数の学内共同センターとの有機的連

携により，修学・就職・生活・健康の全てを網羅したワンストップサービスを提供できる学生支援体制を実現し

ている（資料Ｃ－１－②－Ｇ）。 

 

③「地域国際化支援」に係る取組 

中期目標の三番目に掲げた「地域国際化支援」では，三重県知事を含む県のブラジル訪問団に同行し，学術面

での三重県とサンパウロ州との交流拡大に貢献した（資料Ｃ－１－②－Ｈ）。また，先述の三重大学国際交流週間

の中でも留学生と地域の方との交流の場を設けている。 

 

資料Ｃ－１－②－Ｂ：英語による国際教育科目 

http://www.cie.mie-u.ac.jp/class/international-education/index.html 

資料Ｃ－１－②－Ｃ：海外拠点「三重大学教育研究センター」 

http://www.cie.mie-u.ac.jp/base/post-47.html 

http://www.cie.mie-u.ac.jp/base/post-49.html （インドネシア・スリウィジャヤ大学） 

資料Ｃ－１－②－Ｅ：三重大学英語版ウェブサイト 

http://www.mie-u.ac.jp/en/ 

資料Ｃ－１－②－Ｇ：学生総合支援センター組織図 

http://www.mie-u.ac.jp/life/about/structure.html 

資料Ｃ－１－②－Ｈ：学長ブラジル訪問（三重大学 Flash News No.123） 

http://www.mie-u.ac.jp/report/flash/123.pdf 

 

別添資料Ｃ－１－②－１：三重大学国際交流センター規程 

別添資料Ｃ－１－②－２：三重大学事務組織規程〈留学生支援室抜粋〉 

別添資料Ｃ－１－②－３：国際戦略本部規程 

別添資料Ｃ－１－②－４：「第7回三重大学国際交流週間2013」ポスター 

別添資料Ｃ－１－②－５：３大学国際ジョイントセミナー＆シンポジウムポスター 

別添資料Ｃ－１－②－６：アジア連携高等教育機構概念図 

別添資料Ｃ－１－②－７：21世紀東アジア青少年大交流計画 
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【分析結果とその根拠理由】 

 教育の国際化に向けて，全学的教育活動および学部・研究科教育活動が多角的に実践されており，中期目標に

掲げる「学内国際化」「外国人受入れと学生，教職員の派遣」「地域国際化支援」が中期計画，年度計画に基づき，

順調に推進されている。これらの活動は，継続性・発展性のある活動に成熟しつつあり，その目標・計画に沿っ

て適切に実施されていると判断する。 

 

観点Ｃ－１－③： 活動の実績及び学生の満足度等から判断して、活動の成果が上がっているか。 

 

【観点に係る状況】 

本学では，学生の満足度調査を実施しており，関連項目「５．留学支援や国際交流」では，高い評価を得てい

る（別添資料Ｃ－１－③－１）。 

 

①「学内国際化」に係る活動の実績 

外国人教員の増加に向けた本学独自の取組として2009年度から外国人特任教員（教育担当）に係る雇用経費の

50％を大学事務局予算で支援しているが，それに加えて，2012年度からは２人目以上の外国人教員を雇用する場

合は80％を大学事務局予算にて支援することとしている。この施策により外国人教員採用数は一定の水準を維持

する状況になっている（資料Ｃ－１－③－Ａ）。 

事務組織においても，留学生支援室に留学経験や海外在住経験のある外国語ができる常勤職員を配置しており，

留学生からの相談に対して迅速に対応できるようになっている。 

 教育の国際化を担う教員養成を目指す全学規模のFDや研修会を2010年度以降，継続実施しており，毎回，多

くの教員が参加している（資料Ｃ－１－③－Ｂ）。 

国際交流センターで実施した英語による国際教育科目の2013年度の開講科目は21科目で，これら科目には，

前期に日本人学生96名，外国人留学生59名が，後期に日本人学生87名，外国人留学生64名が受講した（別添

資料Ｃ－１－③－２）。 

ＩＣＴを利用した遠隔授業の実施については，教育学部「遠隔授業教室」におけるミシガン大学，シドニー大

学との遠隔授業や，医学系研究科の大学院医学セミナーの中にハーバード大学等の講師による遠隔対話形式のセ

ミナーを設けるなど，海外教育機関との英語による授業を実施している（別添資料Ｃ－１－③－３）。 

工学研究科で2012年度に新規開講した国際教育科目では， 338 名（2013年度）が実践的な英語科目を履修し

ている（資料Ｃ－１－③－Ｃ）。「工学研究科国際シンポジウム（２日間コース）」には，大学院生を中心に約400 

名が参加し，博士前期課程学生の半数が英語による研究成果発表を行った（資料Ｃ－１－③－Ｄ）。また，地域イ

ノベーション学研究科では，研究科が発足した2009年度より「地域イノベーション学に関する国際ワークショッ

プ」(２日間)を年１回実施しており，これまでに博士前年期課程57名と博士後期課程32名の学生が英語による

研究成果発表を行った（資料Ｃ－１－③－Ｅ）。 

「三重大学国際交流週間2013」では12月11日の日本語スキットコンテストを皮切りに，「留学生のための研

修旅行」など，計14のイベントを実施し，期間中に延べ約1400名の留学生，本学学生，教員，地域関係者が参

加した（別添資料Ｃ－１－③－４）。 

 

① 「外国人受入れと学生，教職員の派遣」に係る活動の実績 

外国人受入れと学生派遣に関する取組みでは，海外拠点を活用したダブルディグリープログラムを推進，国立

大学改革強化推進事業，学術交流大学の拡充や３大学国際ジョイントセミナー＆シンポジウムの実施などを推進
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し，活動実績を上げている。また，学部・研究科での取組みも含め，主な外国人学生の受入れや学生派遣に関す

る活動の成果を（資料Ｃ－１－③－Ｆ，資料Ｃ－１－③－Ｇ）に示す。 

資料Ｃ－１－③－Ｆ：国際交流センターを中心とする外国人受入れ・学生派遣に関する取組実績 

 事 項 活 動 の 成 果 

 

 

 

国

際

キ

ャ

リ

ア

ア

ッ

プ

プ

ロ

グ

ラ

ム 

語学研修 研修の実施概要と活動内容を国際交流センター年報 2012 に掲載し，その内容を

web上で広く公開している 

【国際交流センター年報2012】海外語学研修実施概要p31 

http://www.cie.mie-u.ac.jp/Annual%20Report%202012.pdf 

 2011年度 2012年度 2013年度 

参加人数 29名 28名 28名 
 

短期国際教育（フィー

ルドスタディ） 

研修の実施概要と活動内容を国際交流センター年報 2012 に掲載し，その内容を

web上で広く公開している 

【国際交流センター年報2012】短期国際教育（フィールドスタディ）参加報告p42

http://www.cie.mie-u.ac.jp/Annual%20Report%202012.pdf 

 2011年度 2012年度 2013年度 

参加人数 20名 17名 19名 
 

国際インターンシッ

ププログラム 

国際インターンシッププログラム参加者はインターンシップ参加後，報告会にお

いて実験実習等の成果発表を行うとともに，参加報告書や参加者の感想はweb上

でも広く公開している 

【報告会】http://www.cie.mie-u.ac.jp/iip/post-160.html 

【報告書】http://www.cie.mie-u.ac.jp/iip/post-158.html 

【参加者の感想】http://www.cie.mie-u.ac.jp/iip/post-189.html 

 2011年度 2012年度 2013年度 

参加人数 
派遣 6名 12名 9名 

受入 6名 4名 10名 
 

３大学国際ジョイン

トセミナー＆シンポ

ジウム 

３大学国際ジョイントセミナー＆シンポジウムは，本学が中心となりタイ・チェ

ンマイ大学，中国・江蘇大学と協力して，1994年から毎年開催してきた。 

参加者は，これら３大学に留まらず，これらの大学と交流のある大学から100名

以上の学生と教員が参加する国際的な学術活動に成長している。2011年には，イ

ンドネシア・ボゴール農科大学がホスト大学に加わり，東アジア・東南アジア諸

国の大学関係者が共に学び，交流する機会になっている。 

2013 年には 20 回記念大会を本学で実施し，タイ，中国，インドネシア，マレー

シア，ミャンマー，ロシア，韓国などから合計117名の参加があった。 

【参加報告書】 

 http://www.cie.mie-u.ac.jp/publications/post-107.html 

ダブルディグリープ

ログラム（複数学位取

得制度） 

本学のダブルディグリープログラムは，学部レベルで教育学部と天津師範大学（中

国）と，大学院レベルでは生物資源学研究科とスリウィジャヤ大学との間で実施

しており，2013年度からはパジャジャラン大学（インドネシア）が加わるなど事

業の充実が図られている。 

アジアを中心とする国際人

材育成と大学連携による国

①国際交流センターの国際化推進部門に JICA からの出向者を特任教員として雇

用し，本学の国際化に係る実施体制の強化を図った。 
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際化の加速度的推進」事業

による留学生受入態勢の整

備 

②留学等の学生向け情報発信の強化，学生の外国語能力向上のため学習等の機会

提供，留学生と日本人学生の交流促進を目的として，電子掲示板や，学生用e ラ

ーニングブース等を整備し，学内の国際交流環境の充実を図った。 

海外の大学との学術交流協

定の締結 

海外の大学との学術交流協定の締結については，2011 年５月現在で31 か国・71

大学であったものが，2014年５月現在で35か国・92大学に拡大し，本学の国際

交流活動の実績がこれらの件数にも表れている（別添資料Ｃ－１－③－５）。 

 

資料Ｃ－１－③－Ｇ：学部・研究科における外国人受入れ・学生派遣に関する取組み 

事 項 活 動 の 成 果 

人文学部 ①韓国世宗大学と国際インターンシップを実施しており，これまでに派遣・受入ともに着

実な実績を上げている。本事業に派遣した学生に対して単位認定も行っている。 

 2011年度 2012年度 2013年度 

参加人数 
派遣 0名 5名 4名 

受入 3名 3名 2名 

②2012 年度よりイギリスのオックスフォード大学ハートフォードカレッジにおいて，学

部主催による２週間の短期語学研修を開始。2012年度は９名，2013年度は８名の学生

が参加。単位化を含めた制度設計についても検討を進めている。 

教育学部 海外の小中学校の教育現場と日本の教育現場の比較体験や，学校教育と教員をめぐる諸課

題に関する国際的な視野を広げることを目的に，オークランド大学教育学部における教育

研修を実施している。2013年８月には学部間協定も締結した。 

 2011年度 2012年度 2013年度 

参加人数 9名 10名 10名 
 

医学部 海外臨床実習は，医学部医学科の第６学年学生が欧米の病院だけでなく，アジア・アフリ

カの開発途上国・新興国にある病院での臨床実習に参加している。 

早期海外体験実習は，海外保健医療への早期暴露を目的に医学科第１-４学年学生および

看護学科学生が参加する教育活動として定着している。本活動に対する学生からの評価は

高く，実践的語学力・コミュニケーション力，異文化理解，医療格差・医療経済の認知な

どを学ぶことができると評価されている。また，６年間の医学教育カリキュラムを通した

専門語学教育，体系的国際保健医療教育，体験型海外実習が実践されている。これらの医

学教育の国際化事業は，二つのGPの採択を受けて実施したが，事業終了後の文部科学省

による現地調査においても高い評価を受けた。これら途上国への学生派遣事業は，2013

年度にはザンビア大学，本学及び藤田保健衛生大学との３大学での取り組みに発展するな

ど活動の成果を上げている。 

【大学教育推進プログラム現地調査報告書】 

http://www.jsps.go.jp/j-pue/data/jyokyo_download/genchi_chousa/01_mie.pdf 

医学系研究科 大学院国際推薦制度では開発途上国・新興国にある協定大学からの留学生を毎年２名，本

学医学系研究科生命科学専攻（博士後期課程）に受け入れている。本制度に採用された留

学生は入学金，授業料，住居費，渡航費等を研究科経費により支援される。 

 http://www.medic.mie-u.ac.jp/grad/admission/kokusai.php 

2014 年 3 月には本国際推薦制度の取組みを基盤とした，文部科学省国費外国人留学生優

先配置を行う特別プログラム「アジア・アフリカにおける保健医療人材育成ネットワーク
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形成プログラム」が採択された。 

工学研究科 国際教育科目の中で「国際インターンシップ」「短期留学」が授業科目として設置されて

おり，工学研究科独自の取組みとして，毎年，学生の海外派遣を行っている。 

 2011年度 2012年度 2013年度 

参加人数 13名 29名 23名 
 

生物資源学研究科 国際交流センターが実施する国際インターンシッププログラムとの共同体制により，同プ

ログラム参加学生に対し，生物資源学研究科博士前期課程の選択必修科目「国際インター

ンシッププログラム」として単位認定を行う。 

地域イノベーショ

ン学研究科 

英語版の学生募集要項を作成し，これにより2012年度にインドネシアから2名の博士後

期課程学生を受け入れた。 
 

GPAに関しては，2010年４月に「三重大学におけるGPA制度の取扱いに関する要項」によりGPA算出の制度を

定め，単位の実質化を図ると共にウェブシラバス等で広く周知している（資料Ｃ－１－③－Ｈ）。 

また，本学では 10 月入学を実施しており，10 月入学者のうち約半数が外国人留学生である（資料Ｃ－１－③

－Ｉ）。 

外国人学生の支援については，前述の（観点Ｃ－１－②）のとおり，国際交流センターと学生総合支援センタ

ーの連携により様々な活動を行っており，これら取組みの成果は，学生の満足度調査「５．留学支援や国際交流」

に表れている。（前掲資料Ｃ－１－③―１） 

外国人学生に向けた就職支援の成果として，本学留学生の卒業後の日本国内就職割合は年々増加している（資

料Ｃ－１－③－Ｊ）。 

外国人留学生のための入学試験の取組みとして，2013 年度は 12 名の私費外国人留学生が特別入試により入学

している（資料Ｃ－１－③－Ｋ）。また，2012 年 12月 18日には，スリウィジャヤ大学大学院を会場として，大

学院博士前期課程入学試験のダブルディグリープログラム外国人特別選抜を行い，スリウィジャヤ大学とのプロ

グラムに３名，パジャジャラン大学とのプログラムに４名の学生が合格し，2013年４月より三重大学での留学生

活を開始した（資料Ｃ－１－③－Ｌ）。 

 

③「地域国際化支援」に係る活動の実績 

「地域国際化支援」では，サンパウロ大学との国際協力に関する基本合意書の調印，ペルー国立ラ・モリーナ

大学との大学間学術交流の締結を行った。また，国際交流週間事業の一つである「Hand in Hand! みえの地球市

民2013」では国際貢献・交流活動の発展を目的に近隣大学と協力した多文化社会づくりの交流が行われ，近隣住

民も含め約300人が参加した（資料Ｃ－１－③－Ｍ）。 

 

資料Ｃ－１－③－Ａ：外国人教員数 

 2011年度 2012年度 2013年度 

常勤教員 11 11 12 
特任教員（教育担当） 5 6 7 

計 16 17 19 

（出典：人事チーム提供資料を基に作成） 

資料Ｃ－１－③－Ｂ：三重大学全学FD「英語で授業する」開催状況 

開催日 テーマ 参加人数

2013年7月19日 CLIL（Content and Language Integrated Learning)を取り上げ，

その方法，意義や有効性について 
約２０名
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2012年7月13日 IELTS（英語力の検定試験）の重要性およびケンブリッジ大学で新

たに提唱されたCLIL（内容言語統合学習）の手法について 
約２０名

2011年11月18日 第１部：なぜ「英語で授業する」？ 

第２部：「英語で学ぶ秘訣」とアクティブ・ラーニング 
２３名 

2011年11月26日 『大学教員のための教室英語表現300』 ４４名 

（出典：本学ウェブサイトを基に作成） 

資料Ｃ－１－③－Ｃ：工学研究科国際教育科目 

 2011年度 2012年度 2013年度 

履修学生数 
117名 

（※試行実施） 
370名 338名 

（出典：工学研究科提供資料を基に作成） 

資料Ｃ－１－③－Ｄ：第2回工学研究科国際シンポジウム 

 http://www.eng.mie-u.ac.jp/research/symposium/【概要】   

http://www.mie-u.ac.jp/topics/kohoblog/2012/11/2-4.html【開催報告】 

資料Ｃ－１－③－Ｅ：地域イノベーション学に関する国際ワークショップの発表件数（2009-2013年度） 

 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 合計 

海外からの招待講演 2 1 1 2 2 8 

博士前期課程学生 10 11 9 13 14 57 

博士後期課程学生 5 10 7 7 3 32 

（出典：地域イノベーション学研究科提供資料を基に作成） 

資料Ｃ－１－③－Ｈ：成績評価及びGPAについて 

 http://www.mie-u.ac.jp/students/classwork/Seiseki-GPA.html 

資料Ｃ－１－③－Ｉ：10月入学者数 

 2011年10月 2012年10月 2013年10月 

10月入学者数 21 32（※） 21 
うち留学生数 8 24（※） 10 

   ※2012年10月入学者数には教育学部ダブルディグリープログラム入学者12名を含む 

（出典：留学生生支援室提供資料を基に作成） 

資料Ｃ－１－③－Ｊ：留学生（正規生）進路状況 

 区分 卒業・修了者

卒業・修了者の内訳 

就職者 
進学者 その他

就職：日本 就職：海外 計 

2010年度 
学部 15 3 1 4 3 8 

大学院 38 2 1 3 3 32 

2011年度 
学部 27 1 6 7 14 6 

大学院 43 12 8 20 2 21 

2012年度 
学部 6 3 0 3 1 2 

大学院 44 16 7 23 1 20 

（出典：就職支援チーム作成資料） 

 資料Ｃ－１－③－Ｋ：私費外国人留学生を対象とした特別入試実施状況 

 志願者数 受検者数 合格者数 入学者数 

2011年度 101 96 26 13 

2012年度 105 98 20 10 

2013年度 87 82 18 12 

（出典：入試チーム作成資料） 
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資料Ｃ－１－③－Ｌ：ダブルディグリープログラムの海外入試 

http://www.cie.mie-u.ac.jp/new/20100108.html 

資料Ｃ－１－③－Ｍ：「Hand in Hand! みえの地球市民2013」実施報告 

http://www.cie.mie-u.ac.jp/event/hand-in-hand-2013.html 

 

別添資料Ｃ－１－③－１：平成24年度三重大学教育満足度調査報告書  

別添資料Ｃ－１－③－２：英語による国際教育科目・履修者数一覧（H23～H25） 

別添資料Ｃ－１－③－３：遠隔授業開催実績 

別添資料Ｃ－１－③－４：第7回三重大学国際交流週間2013実施概要（参加人数含む） 

別添資料Ｃ－１－③－５：国際交流協定締結機関一覧 

 

【分析結果とその根拠理由】 

 海外との学術交流協定の拡充，３大学国際ジョイントセミナー＆シンポジウムを始めとする国際シンポジウム

の開催，外国人留学生受入れ拡大への取組み，留学生支援体制の整備，語学研修・海外フィールドスタディー・

国際インターンシップ・海外臨床実習などの海外体験的学習機会の創出などが実績として上げられる。これらの

活動は，外部評価で高く評価されるとともに，他大学を含めた事業への発展など良好な成果を上げている。これ

ら活動の成果は文部科学省の国費留学生優先配置プログラムの採択や，在学生を対象にした満足度調査結果にも

表れている。 

 以上のことから，本学の国際化に関する取組は活動の実績及び学生の満足度等から判断して，活動の成果が上

がっていると判断する。 

 

観点Ｃ－１－④： 改善のための取組が行われているか。 

 

【観点に係る状況】 

本学では学長のリーダーシップの下に国際戦略本部を設置し，国際戦略本部会議において，国際交流の基本ポ

リシー，国際交流協定，国際交流基金の管理運用等に関する協議・報告を行っている。また，国際化を推進する

ための実行部門としての国際交流センターを運営するため，国際交流センター運営会議が設置されている。外国

人留学生の受入れや修学及び生活の援助，学生の海外派遣に関しては留学生委員会において，協議・報告を行っ

ている。これら３つの会議を中心として，本学の国際化に関する検証と改善活動に向けた検討を行っている（前

掲資料Ｃ－１－②－Ａ）。 

国際戦略本部会議では，国際交流協定校との交流について，これまでの実績並びに今後の活動計画を示しなが

ら検証を行っており，今後の国際交流の実質化に向けた改善に取り組んでいる。国際交流センター運営会議では

毎年度当初に年間の活動計画を示すとともに，各事業が終了した際に，それぞれの担当委員から事業の実施報告

が行われており，今後の改善活動に役立てている（別添資料Ｃ－１－④－１，別添資料Ｃ－１－④－２）。 

2013 年度の留学生委員会では，留学生の支援体制の強化に関して，これまでの留学生支援体制を検証しつつ，

今後，更なる支援体制を強化する方針が打ち出され，その方針は本学の教育研究評議会を通じて，全学にフィー

ドバックされた。（別添資料Ｃ－１－④－３） 

また，これまでの国際化に関する活動を踏まえ，「国際医療支援センター」「バイオエンジニアリング国際教育

研究センター」「国際環境教育研究センター」を学内組織として新たに設置するなど，多分野融合領域での国際的 

な教育研究活動を行うためのセンターを充実させている。 
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【分析結果とその根拠理由】 

 国際戦略本部会議，国際交流センター運営会議，留学生委員会ともにこれまでの活動に関する協議や報告を通

じて事業の検証を行っており，今後の改善活動に役立てている。特に2013年度に作成した留学生の支援体制の強

化に関する方針については，毎月１回の在籍確認の他に各留学生の指導に関わる教員の定期的な面談，緊急的経

済支援を要する留学生の把握，生活ルールの指導徹底など，より一層の改善が図られている。また，これまでの

活動を踏まえ，国際的な教育研究活動を行うための学内組織を充実させている。 

 以上のことから，教育の国際化に関して改善のための取組みが行われていると判断する。 

 

（２）目的の達成状況の判断 

本学の「国際化に関する目標」は中期目標において明確に定められ，この目標を達成するための措置として６

年間の中期計画を立て，事業年度毎の具体的活動内容を年度計画として策定している。これらの中の「学内国際

化」「外国人学生受入れと学生，教職員の派遣」「地域国際化支援」のそれぞれの分野において，その目標・計画

に沿って適切に実施されており，学生の満足度調査でも高い評価を得ている。 

 以上のことから，目的の達成状況が良好であると判断する。 

 

（３）優れた点及び改善を要する点 

 

【優れた点】 

・3大学国際ジョイントセミナー＆シンポジウムは，本学が中国とタイの協定校との連携により1994年以来継続

して開催している国際的学術活動であり，本学学生への高い教育効果を上げている。2011年には，インドネシ

ア・ボゴール農科大学がホスト大学に加わり，本シンポジウムへの参加大学も，インドネシア，マレーシアな

どのASEAN諸国に拡大しており，東アジア・東南アジアを中心に学生が交流できる貴重な機会になっている。 

・アジアの大学との連携による国際インターンシップ（生物資源学研究科・工学研究科），ダブルディグリープロ

グラム（教育学部・生物資源学研究科），アジア・アフリカの大学との連携による海外臨床実習（医学部医学科）

など学部の特色を活かした国際化教育が実践されている。 

・医学部における早期海外体験実習及び海外臨床実習は，優れた取組みとして二つのGPの選定を受けて推進した

が，事業終了後の文部科学省による現地調査でも高い評価を受けた。事業終了後も，大学院国際推薦制度の導

入による交流大学との相互互恵的な関係の構築，アジア・アフリカを重点地域とする協定大学の拡充を図るこ

とで海外における教育研究基盤を形成し，これら教育活動を持続発展性のある活動にしていることが評価され

ている。また，2013年度にはザンビア大学，本学及び藤田保健衛生大学との３大学での取り組みに発展するな

ど他大学への波及効果も生まれている。 

・2014年３月に医学系研究科の大学院国際推薦制度の取組みを基盤とした，文部科学省国費外国人留学生優先配

置を行う特別プログラム「アジア・アフリカにおける保健医療人材育成ネットワーク形成プログラム」が採択

された。 

・工学研究科「工学研究科国際シンポジウム（2012年度）」には，大学院生を中心に約400 名が参加し，博士前

別添資料Ｃ－１－④－１：学術交流協定校との交流実績及び計画等について  

別添資料Ｃ－１－④－２：国際交流センター運営会議議事概要 

別添資料Ｃ－１－④－３：25-7 教育研究評議会資料 
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期課程学生の半数が英語による研究成果発表を行った 

・外国人留学生受入れについても，数値目標を掲げ，その達成に向けての体制整備・教員能力向上・滞在施設の

整備などにも取り組んでいる。 

 

【改善を要する点】 

該当なし 

 

 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




